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一・とんでもない提案








　丸の内のビルを見上げる、イタリアンレストランのテラス席で。夕暮れ時、わたしは生ハムをつまみつつスパークリングワインを飲んでいた。

　幅広い歩道に面していて、多くの人が通り過ぎるせいか、退屈しない。

　五月は花粉の時期も通り過ぎ、暑くもなく寒くもなく、テラス席で一杯飲むにはいい季節だ。

（それにしてもこのへん、ほんとどこ見てもビルだらけだな）

　普段は新宿に住んでいて、職場もすぐ近く。丸の内になんて、放っておいたら何年もずっと用事がない。このへんで働く友達に会うため、はるばるやってきた。はるばるってほどではないかもしれないけど。

（新宿までならしょっちゅう出るし、ビルは別に珍しくはないけど、なんとなく風景が違うな。なんか、エラそう……ここが日本の中心ですよ……みたいなビルが多いな）

　新宿のビルだって同じなのかもしれないけれど、なんとなくあっちのビルのほうが気心知れている感じがする。単に見慣れているせいかもしれないけど……。

　スマホで電子書籍を読んでいるから、時間はすぐにわかる。柊しゅう輔すけは一時間近く遅れていて、さっきからメッセージアプリに何度も、『もう少しで出られそうです』『ごめん、あと十五分！』とか連絡が来ている。

　別にいい。お互い学生だった頃から、友達が多くて人気者だった柊輔はいつも忙しく、わたしはどっちかといえばヒマだった。

（バイトばかりしていたから、ヒマではなかったと思うけど、友達が少なかったし、わたしは柊輔の呼び出しが最優先だったからね……）

　なぜ、最優先かって。

　わたしが、柊輔のことが好きだから。昔から、二十八歳になった今まで、ずーっと。

　だから、呼び出されるとはるばるやってきて、こうやって犬のように何時間でも待っているのだ。

　柊輔はもちろん、そんなことは知らない。

　──思い出す。学生のころを。

　わたしと柊輔が通っていたのは、いわゆるお坊ちゃま、お嬢様学校。幼稚園からエスカレーター式に上がってきた柊輔は本物のお坊ちゃん。高校から入ったわたしは、成金の娘。

　だから、出会ったのは高校生のとき。

　柊輔はハンドボール部で成績優秀、身長は百七十五くらいかな。

　華奢ではないけれど筋肉質になりすぎず、スラリとした雰囲気で、目鼻立ちが整っており、学校一のイケメンとして誉れ高かった柊輔は、当然ながら超人気者でモテまくっていた。

　わたしはというと、不動産投資で成り上がった親に、物は試しに……と受験を勧められ、たまたま受かっただけだったから、公立中学とは全く違う校内の雰囲気に当てられて、すごく大人しくしていた。とにかく目立たないようにしていたくて、三軍女子で上等、と思っていた。

　それでもなんとか友達も数人でき、本が好きなので図書委員になった。

　わたしは地味だったし、同じ学年だけどクラスも違っていたし、柊輔との接点なんか全くなかった。どこで知り合いになったかというと学校の図書室で、だった。

　三年生のときのことだ。わたしのほうは柊輔を知っていたけど、たぶん柊輔はわたしのことを知らなかったんじゃないかな。

　部活を引退して少しヒマになったからなのか、柊輔が授業の合間に図書室に来るようになり、図書委員長だったわたしはしょっちゅう図書室にいたから、それで自然に話すようになった。

　わたしはブックレビューが好きだったので、司書の先生とも相談して、お勧めの本を図書室前の廊下に、本と一緒に掲示したりしていた。

　それを柊輔はよく読んでくれて、

「古ふる城しろさんが勧めてくれる本は面白いよ」

　などと言ってもらえた。

　最初は、カッコいいな、と思っていた程度。でも……その後、ちょっとした事件が起こった。

　いわゆる一軍の女子たちが、柊輔が図書室に通っている、ということを察知し始めたのだ。

　その中には、その当時の柊輔の彼女もいて、彼女たちが図書室を占拠するようになり……。

　彼女たちはおしゃべりの声も大きかったから騒がしくなってしまい、調べ物や勉強のために出入りしていたいつものメンバーたちが図書室に来なくなり、わたしと司書の先生は困ってしまった。

　エスカレーター式の学校あるあるで、普通の進学校ならば秋以降に三年生が図書室で騒ぐなどはありえないが、そのまま付属の大学へ進学する生徒が多いので、どうしてもそのあたりは緩くなりがちだった。

　おまけに……そのうち、一軍の女子たちの、わたしに対する当たりがきつくなってきた。要するに、ダサい三軍が『柊輔と口を利くなんて生意気』というわけだ。

（どうして？　わたしは何もしていないのに！）

　焦った。とにかく、目立たないことを目標に高校生活をがんばっていたのにまさかこんなことになるなんて、と泣きそうになっていた。

　が、間もなくそんな日々は終わった。柊輔が図書室に来なくなったのだ。もちろん取り巻きも来ない。その後、一軍の彼女と柊輔が別れた、という噂が流れた。

　図書室に平和が戻って来たことはホッとした。でも、柊輔が来なくなってしまったことは少し、寂しかった。

　少しして、学校の最寄りの駅の構内で、柊輔に呼び止められた。

「古城さん、ちょっといい？」

　わたしは少し驚き、周囲を見回した。一軍の女子がいたら、また嫌なことを言われないかと……見当たらなかったので、ほっとして柊輔と向かい合った。

「図書室を騒がしくしてごめんね。もう大丈夫だから。俺が行かなければ、女子が集まってくることもないし」

「こちらこそ、委員長として力不足でごめんなさい。わたしが注意しても、聞いてもらえなくて」

「仕方ないよ。俺の言うことだって聞いてもらえないんだ。それにしても、図書室に行けなくなったのが残念でさ……俺、すごく楽しかったのに」

　柊輔はなんだかしゅんとした雰囲気で、なぜかすごく可哀そうになった。

　校内で見かける柊輔はいつも自信満々な雰囲気で、弱さは一切ない。だから、そういう人なんだと思っていた。

　それなのに、不意打ちみたいに、そんな姿を見せられて……。わたしはふとそう感じたのだった。

　最初に、胸が押されるような感じがしたのは、そのときが初めてだったかもしれない。同情だけではない、少し切ない感情。

　大学生のときも、社会人になってからも、基本的に柊輔はいつも強く、カッコよく、素敵なのだけれど、時折みせるナイーブな部分は、もしかしたら友達であるわたしだけが知っているのかもしれないと思うことがあった。

「そうかぁ……」

　わたしが静かにそう言うと、そうなんだよ、と柊輔が深く頷いた。

「それで実は、古城さんと話したくて。待ってたんだ。あのさ、これからも俺にお勧めの本を教えてくれないかな？　そしたら俺、本屋で買ったり、街の図書館で探したりもできるし」

「え？　あ、もちろん、いいけど」

　断る理由なんてない。

　それで、連絡先を交換して。柊輔の取り巻きの女子たちには知られることなく、個人的な友達付き合いが始まった。

　大学では、学部も所属サークルも別で、学校生活の中ではほとんど顔を合わせることも無かったのだけれど、裏で──という言い方は変かもしれないけれど、やはり他の友人を絡めない個人同士の付き合いが続いた。好き、という感情も順調に育ち、でもそれは表には出せず、二十八歳の今に至っているのである。




「ごめん、遅くなって」

　そう言いながら、スーツ姿の柊輔が向かいの席に腰かけた。

　もう二十時近い。すっかり夜だ。かなり待ったけれど、柊輔を待つと思えば気にならなかった。待っている時間さえもうれしい、という感じ。

（あーもう、いつ見てもカッコいいなぁ。声もいいし）

　心の中では、ドキドキしてる。でも、顔には出さないけれど。犬だったらきっと尻尾を振っているだろう。

　だってわたしたちは、友達だもの。柊輔にこの気持ちがバレたら、もう会えなくなる気がして、ずっと隠している。

「読もうと思っていた本を読んじゃえたから、別にいいよ」

「本当にごめんね。十八時半には来れると思っていたんだけど」

　柊輔は本当に急いで来たらしく、走ったのか、顔が少し赤い。

「大丈夫、どうせ暇だもん」

「そんなことないだろ。美み琴こと、いつも忙しそうじゃん。社長だし……」

「もう、からかわないでよ。ひとりで立ち上げた、小さな会社なのに」

「何言ってんだよ。俺、真面目に言ってるよ。美琴はすごいなって、いつも思ってる。それなのに待たせてごめんな。……あ、ビールください」

　少し風があって、いい夜だった。ビル街だからふんわり明るくて、適度にざわめいていて、話しやすい感じ。

「どうする、どっか別の店に行こうか？」

　柊輔に尋ねられたけど、

「別にいいかなぁ。ここ、わりと美味しいよ」

「ん、そうか」

　腰を落ち着けることにした。

　柊輔はこの近くの商社で働いている。名の知れた会社で、世間的に見たらエリートサラリーマンだと思う。仕事はだいたいいつも、大変だけど順調、と聞いている。去年の十月に、三年間の海外勤務から戻ってきた。

　友達っていうのはいいなぁ、とそのときちょっと思った。もし彼女だったら、別れるのか別れないのか、みたいな話になりそうだけど、友達にはそれがない。メールもしていたし、時折帰国してきたときに会ったりして、わたしたちの関係にはなんの変化も無かった。

　こうやって、柊輔とずっとこうしていられたら、それだけでいい。

　急いできたせいで暑いのか、柊輔はジャケットを脱いで椅子にかけ、ワイシャツの袖を少しまくっている。柊輔の骨っぽい手の甲や指先、引き締まった腕が見えて、さらにドキドキしてしまう。けして成就することのないこのドキドキをひたすら楽しみ続けることにおいて、わたしはプロの域に達していると思う。

　飲んでいたスパークリングワインが無くなっていたので、白ワインを頼んだ。そのほかに、柊輔がお腹を空かせていたから、パスタとバーニャカウダも頼む。

　近況を報告し合う。とは言っても、前回会ったのはひと月くらい前で、社会人の友達付き合いとしてはどれくらいの頻度で会うのが普通なのかよくわからないけれど、そこまで間が空いたわけじゃない気がする。だいたいいつも、仕事の話や、最近読んだ本のことなどを話している。大したことを話しているわけでもないのにけっこう盛り上がるから、気が合っているのだと思う。

（そうじゃなかったら、こんなに長続きしないよね。友達としては好かれているってことだよね）

　とりあえずそれくらいで、わたしは満足だ。

　よくあることなのかどうかはわからないけれど、男女の友達付き合いでどっちかが相手を好きな場合、それが長くなればなるほど、その関係を崩したくはなくなってしまうのではないか。だって変に男女の関係になってしまったら、結婚しない限りはいつか別れが訪れることになるわけで、でも友達でいればつき合っていないのだから別れるということもないのだから。

　そんなことをぼんやり考えながら、いつものように普通の会話をしていた……はずなのだけれど……。

「あのさ。いきなりかもしれないんだけどさ。結婚しない？　俺と」

　テーブルの上で両手を握りしめ、真顔で、というか、かなり真面目な顔で、柊輔がそう言った。

「ん？　どういうこと？　もういっぺん、言って」

　勘違いだろうか。なんか、柊輔がおかしなことを言った気がする。どこからそんな話になったんだっけ？

（結婚、って言った？　聞き間違いかな？）

　わたしがそう思っていると、柊輔が続けた。

「だから、俺と美琴って、友達になって十年経つだろ」

「うん、それはそう」

　高校三年生のとき以来だから、十年間、友達でいたことにはなる。古城さん、という呼び名が美琴、になったのはいつ頃だったかなぁ。たぶん、大学生の頃。わたしも最初は森もり部べさん、って呼んでたけど、いつのまにか気安くなって。っていうか。そんなことはどうでもいい……。

「だから……。結婚しよう」

　静かな口調で、真剣な目。

　冗談、とは思えない。

　心の中で、わたしは腰を抜かした。もしかしたら口をぽかんを開けてしまったかもしれない。

「け、結婚って。柊輔、何を言ってるの？」

　おろおろとしながら、わたしは話を続けた。

「結婚ってね、普通は友達とはしないよ？　彼女とかとするもんだよ？」

「普通はそうかもしれないけれど、でも、いろいろ考えたんだけど美琴がいいなって。実は、母と母方の祖母がうるさくてさ。相手がいないならわたしたちが探してくるとまで言ってて、それも鬱陶しいし」

「えっと、柊輔は今彼女はいないの？」

「いない。一応いたんだけど、海外転勤中に別れたんだよね」

「あ、そうなの……。じゃ、その子とよりを戻せば？　相手が柊輔なら、きっと戻ってくるよ」

「俺もう、その子のこと好きじゃないよ。別によりを戻したくなんかない」

　わたしと柊輔がお互いに交際相手のことを話すことは、そういえばほとんど無かった。

　なんとなく聞きたくなくてそういう話は避けていたし、わたしもこの十年の間、結局のところ柊輔よりも好きだと思える相手は現れず、ちゃんとした恋人はいなくて、その代わりあまり大きな声では言えないけれど……体の関係だけのセフレがいたりいなかったり、という日々を過ごしていた。

「でもでも。だからって、わたしと結婚するのは変だよ。だってわたしたち、友達だよ？」

　わたしがそう言うと、柊輔はうーん、と考え込んでしまい……少しして口を開いた。

「そうなんだけどさ。他に誰も思いつかない。えっと……俺、変かな？」

「変だよ」

　わたしは白ワインを飲み干し、次に赤ワインをデキャンタで頼んだ。驚きすぎて、なんだか、すっかり酔いが醒めてしまった。

　話がぶっ飛びすぎていて、頭がついていかない。それなのにお酒をガンガン飲んだらますますついていけなくなりそう。でも、なんだか飲まないとそれはそれで話についていけない感じ。

「うーん、変か。でも、実は祖母が病気でさ……。重いんだ。結婚のことをうるさく言われているのは、それもあるんだ」

「あ、そうなの……それは心配だね……」

「で、会社を継ぐ話も急ピッチで進んでいて、実は今日は、上司に退職願を出してきたんだよね。来月末に退社することになった」

「え、そうなの」

　少し驚いた。柊輔の父は総合病院の理事長で、兄は医師で病院を継ぐ予定になっている。そしていずれは柊輔が母方の会社を引き継ぐのだと聞いていたが、それはもっと先のことなのだと思っていたのだ。

「そうなんだよね。だから、ってわけじゃないんだけど、結婚してくれないかなあ」

「どうしてそうなるのよ？」

　やっぱりわからない。わからないけれど、お酒のせいもあって、なんだかふわふわとうれしい。ドキドキして、顔が赤くなってきた。

（やばい）

　何だか顔が熱い。でも、これはお酒のせい、ってことにしておかないと。そう思いながら、さらに赤ワインを飲み干した。

　見ると、柊輔もとっくにビールを飲み干し、ハイボールを飲んでいる。少し顔が赤い。まっすぐにわたしを見つめている。

（柊輔の顔が赤いのは本当に、お酒のせいだろうけど）

　なんだか言葉が出てこない。だって、わたしのほうはずっと柊輔に対して恋愛感情を持っているのに、柊輔のほうはそうじゃないんだから。それなのに、唐突にプロポーズされてる。

（どうしたらいいの？）

「んー。じゃあ、やっぱりダメか？」

　柊輔が気落ちした様子で言った。わたしは飲みながら考えた。

（ここで断ってしまったら、柊輔と結婚できないよね。っていうか、ＯＫすれば結婚できるってことだよね？）

　仮に、この話を受けることにしたら……どうなるんだろう。柊輔と結婚……。それは、したいよ！　当たり前じゃん！　でも、ダメなのかな……困っている柊輔につけこむ感じ？　これってずるいのかな？　でもでも、やっぱり、結婚したい……柊輔と……。

　ぐるぐるとわたしの中で考えが回った。たぶん時間にしたら一、二分だったと思うけど。

「ダメ……でもないけど……」

　つい、言ってしまった。

「ダメじゃない？　ってことは、いいの？」

「いい、といえば、いい、かな……うん」

　様子を見つつ、言葉を繰り出す。すると、柊輔の顔がパッと明るくなった。

「ほんとに？　うれしいよ。美琴は別に、俺に恋愛感情はないわけじゃん？　だから断られると思ってた」

（やっぱり、自分にも恋愛感情はないし、わたしにも恋愛感情は無い、と思っているわけね。ってことはちゃんと騙せてるんだな）

　だったら、やはりその仮面は着け続けなければならないだろう、と思った。

「まぁ、普通は断るだろうねえ……」

　曖昧につぶやく。

「でもさ、友達の危機だから、協力しようと思ってくれたんだよな」

「ま、まぁ、そう、かな……」

　そうとしか言いようがない。本当は、ぜんぜんそうじゃないけど。それにしても。

「柊輔は平気なの？　わたしと結婚して」

「もちろん。うれしいし、すごく助かるよ。でもさ、もし美琴に誰か好きな人ができたりしたら、言ってくれれば、ちゃんと俺、送り出すから……」

　柊輔はにこにこしている。結婚という、大きな懸念材料がひとつ減ってうれしいのかもしれない。

　それにしても、それって、

（逆に、わたしのほうでも柊輔に好きな女性ができたら、快くそれを認めてあげて、別れてあげなきゃいけないってことよね……）

　なんだかとてつも無い方向に人生が動き出したような気がする。わたしは心の中で小さくため息をついた。




　深夜、かなり酔いが回った状態で、家に帰りついた。

　うちは、２ＬＤＫ。八階建てのマンションの五階。場所が新宿なので、防犯のために造りが頑丈なところにした。五階にしたのも中層階が安全だと聞いていたためだ。

　部屋のひとつは納戸にしていて、主にリビングと、隣接している寝室だけで暮らしている。東南向きなので、朝から昼過ぎまでずっと明るい。けど、夜は早めに暗くなる。

　わたしは早朝からの仕事が多いので、ちょうどいい。

　御苑の近くだけど面してはいないから、周囲はビルだらけ。ひとりで暮らすには、こういうところが寂しくなくていいと思う。

　だって、ずっと飲んでいたのだもの。柊輔と一緒に、ではなくて、ひとりで。

　あの店での食事のあと、もう一軒行こうという柊輔を振り切って、わたしは新宿に戻った。

　家の周囲には小さな居酒屋やバーがたくさんあって、飲み屋には事欠かない。

　ひとりで考えたかった。胸の奥のぐるぐるした想い、ドキドキ、そんなものを悟られたくなくて、とりあえず逃げてきた、という感じ。

　で、今。ぐでんぐでんになっている。

（さて、どうする？）

　今日、柊輔と別れてからずっとそう思っていた。

　ひそかに思い続けていた男性から、結婚して欲しいと言われた。『友達として』。何がなんだかわからないけど、とりあえず現実にそんなことが起こった。

（友達という関係のまま、結婚するってどういう感じなんだろう？）

　お互いが同じ気持ちなら、それもいいのかもしれない。広義の偽装結婚、というか、たぶん立派な偽装結婚。たとえばお互い同性愛者だけど……とかだったら、すごく良さそう。どちらも同じ気持ちで、少なくとも相手にはその気にならないんだもの。友情だけが、ちゃんとあるなら、それもひとつの結婚の形態だと思う。友情婚。

　けど、片方はそうじゃない場合、相手にその気があった場合、これくらい残酷なことってある？

　わたしは絶対に断れない、断らない。否定しなかった。だって、柊輔と結婚してみたいもの。だからＯＫした。そこまではいい。……というか、めちゃくちゃ負けてる、と思う。恋心というか、欲望に……。だって、こういうことをＯＫするって。

　でも。

　譲れないことが、ひとつある。

（セックスしたい。抱かれたい）

　キッチンの床に何本か置きっぱなしにしているミネラルウォーターのペットボトルをあける。水は常温が好きなので冷蔵庫には入れない。五百ミリリットルを飲み干して、少し落ち着いた。ダイニングテーブルにバッグを放り投げ、ジャケットを脱ぎ、着ていたベージュのワンピースを脱いでクリーニング袋に入れ、下着を脱いでバスルームにある洗濯籠に入れる。

　そのままシャワーを浴びるつもりだったけど。全裸になって、少し考えて、わたしは寝室に向かった。

　ムラムラしてる、ってことに気がついたから。

（どうしよう。我慢できない……）

　手早く自慰することにした。ベッドの横にあるナイトテーブルの引き出しに、グッズを入れている。女性向けのネットショップで購入したもので、一見したところそれとはわからないくらいに可愛らしい見た目だ。そのわりに威力がある。いいものはけっこう高く、やはり安物は大したことがなかったりする。男性向けのサイトで売っている、見た目だけ派手なおどろおどろしいものは大概、見掛け倒しだ。でなければ単に痛いだけのもの。

　ムラムラしているときは、すでに湿っているから、ローションはいらない。

（柊輔……）

　情けないことに、柊輔とのことを想像するだけで、体の奥が潤って蜜口まですぐにぬめってくるのだ。こんなわたしなのだから、会っているときにどんなに我慢をしているか。

　表に出したことがないことを、褒めてもらいたい。誰に、なのかわからないけど。

　シリコン製の器具は柔らかく、電池で動く仕組み。スイッチをスライドさせることで振動を強めることができる。形状としては二股に分かれていて、膣内と、花芯を同時に両方責めることができる。

　一年くらい前までセフレがいたけれど、もう会っていない。わたしはいつも柊輔に似た男をセフレにしていたのだけれど、そんないい男はなかなかいないし、いてもその男は結局のところ柊輔ではないので、何度か会うと冷めてしまって、セックスしたくなくなってしまうのだ。

　仰向けで、薄い毛布を被りながら行う。少し蜜でぬめらせた道具のさきっぽで、花芯のあたりを柔らかく責める。振動が心地よく、さらに濡れてきたところで挿入する。

「あっ……んっ……」

　吐息を漏らしながら、奥までずぶずぶと沈める。そうすると、ちょうど花芯に二股になっているローター部分が当たる仕組みになっている。クリトリス専用ローターと言われる部分だ。

「ふ……くっ……」

　自分で、気持ちいいところに当てることを調節できる。しだいに上り詰めてきて、膝を開いたまま足指が反ってきた。

（気持ちいい）

　じゅぶ、と奥からさらに蜜が降りてくる。柊輔に抱かれている妄想に浸りながら、自分で器具を動かす。妄想だから、激しい感じ……。強く抱きしめられ、熱い瞳で見つめられて、そして柊輔のモノが、わたしに入ってくる……。ぬちゅぬちゅとした音が、ひとりきりのしんとした空間に響く。

「あ、あ、あぁぁっ……柊輔っ……」

　ひとりでしているのに──。今日はいつもよりも、激しい。

　ベッドの中でシーツを蹴ったりして暴れながら、できる限り奥まで器具を入れてぐりぐりと動かし、ローター部分を花芯に当てる。

　そして──びくびくと体を震わせ、わたしは達した。







二・こちらからも、とんでもない提案








　朝目が覚めた瞬間に、バイブレーターが目の前に転がっているのはなかなか嫌な気分だ。

　嫌、というよりはうんざり、って感じかな。あーあ、とため息をつきたくなる。

（でも昨夜は、しないで眠るっていうことができそうになかったし……）

　いつもはちゃんとバイブレーターは洗って片づけてから寝る。それができなかったのは、ひどく酔っていたから。イってすっきりして、そのまま寝てしまったからだ。

（それにしても、どうしたらいいの？　あーあ。でも今は仕事に行かないと）

　柊輔のことを考え続けていたかったけれど、そうもいかない、時間切れだ。仕事に行かなければ生活できない。わたしは少し二日酔いが残っただるい体で起き上がった。




「美琴さん、おはようございます」

　自転車で五分ほどの事務所に出社すると、早出をしていたパートさんに声をかけられた。四十代の主婦の人だ。

「あ、よろしくお願いします。今日のお宅はどこでしたっけ？」

「今日は代々木八幡の高たか橋はしさん宅です」

「あ、高橋さんね。申し送りはもらってますか？」

「はい、いただきました。それでは、行って参ります」

「よろしくお願いします」

　パートさんが道具一式を入れたボストンバッグを抱えて出て行くと、ひとりになった。

　時刻は八時。八時半に事務の小こ林ばやしさんが出社してくる。

　わたしは、家事代行サービスの会社を経営している。大学生のときに家事代行のアルバイトをしたのがきっかけで、次第にお客様を掴み、仕事が増え、これは軌道に乗りそうだと思い起業した。

　大学に入ってからは自力で学費を支払っていた。なぜなら不動産投資を行っていた両親の見込みが外れ、大損が出たからである。でもそこで必死になったことで今があると思うので、人間は転んでもただでは起きない気持ちで生きていかなければならないと常々考えている。

　現在は、社員はわたしと事務の小林さん、それに四、五十代の主婦パートさんたちを三十名ほど雇い、小田急線沿いの富裕層宅を中心に、家事代行を引き受けている。

（儲かっているか、というと微妙なところだけど……）

　まずは会社が回っているので、良しとしている。

　小さな事務所だけどミニキッチンがついているので、そこでお湯を沸かしてインスタントコーヒーを淹れた。残ったお湯をポットに入れる。

　机はわたしの分と小林さんの分だけ。小林さんは普通に求人募集で来てくれた、三十代の主婦の人だ。スタッフはすべて女性のみで、今のところわたしが一番若い。

　コーヒーを飲みながら、ノートパソコンを立ち上げ、スケジュールをチェックする。急なお休みの人もおらず、今日は順調に回っているようだ。

　パートさんたちには家庭があるので、たまに家族の病気などで急にお休みになることがある。代わりに出てくれる人がいればよいが、そうでない場合、わたしが出動するのである。

　今日は大丈夫だなと思ってほっとすると、やはり柊輔のことを考え始めてしまう。

（まずは具体的な話をしなければ。でも、そのときにこちらの気持ちがバレないようにしないと）

　もしかしたら柊輔は昨夜のうちに具体的な話まで進めるつもりだったのかもしれない。でも、わたしは結婚の話だけで胸がいっぱいで、平常でいられる自信が全くなかったので、早く切り上げてきて良かったのだと思う。そうじゃないと、考えがまとまらないうちにおかしな態度をとってしまい、結婚の話が立ち消えになっていたかもしれない。

（柊輔が求めているのは、友達としてのわたしなんだ。だからそこを崩しちゃダメだ。でも……）

　頭を抱えたくなる。

（わたしはセックス、したいんだよね！）

　だから。このことを、どう切り出すか。どういう風に、持ち込むか。

　考え込んでいると、小林さんが爽やかな笑顔で出社してきて、わたしの考え事はいったん、ストップした。

　その日は、特に大きな仕事もなく新規の問い合わせも少なかったので、比較的余裕があり、わたしはランチタイムに近くのイタリアンにパスタを食べに行った。

　最近はおひとり様席が充実しているのがうれしい。カウンター席に腰かけ、パスタを待つ間スマホを見る。メッセージアプリに、柊輔から連絡が入っていた。

『今日か明日、仕事終わりに会えない？』

　どうやら早く上がれそうなこともあり、『今日、大丈夫だよ』と返した。

（なんとかそれまで、ひそかに作戦を練っておこう）

　運ばれてきたペスカトーレを食べながら、わたしは再び柊輔とのことについて考えを巡らせ始めた。




　仕事が終わると早めに帰宅した。シャワーを浴びて準備を始める。

　昨日も柊輔と会ったのに、今日も会えるだなんて、うれしくて仕方ない。

（緊張もするけど。やっぱりわくわくするなぁ）

　もともと地味な顔だから、メイクをしてもいきなり美人になるわけでもなんでもないけれど、柊輔と会うのだから精一杯がんばる。手足にも乳液をすりこむ。セミロングの髪を丁寧にブロウし、整える。仕事では着ることのない、裾にレースのついたサックスブルーのワンピースに、ベージュのジャケットを着て、家を出た。

　駅に着いたあたりで、メッセージアプリに柊輔から連絡が入った。

『急で申し訳ない。母が久しぶりに美琴に会いたいと言っているのだけど、今日、いいかな？』

『いいよ』

『ありがとう。場所なんだけど、浜松町で大丈夫？　母が店を予約するって言ってるから』

『大丈夫だよ』

　少し驚いたけれど、すぐにＯＫした。場所は別に、どこでも良かったのでいいけれど。

　柊輔のお母さんには昔、会ったことがある。友達として、実家に遊びにいったことがあるので。

　でも、駅に到着して、柊輔からお店の連絡が来て、ちょっと緊張してきた。

（え。ここ、いわゆる高級料亭だよね）

　駅から徒歩五分。わたしでも名前を聞いたことがあるくらいの店。

（うーん。そこまで想定してなかった……この格好で良かったかな）

　歩きながら考えた。

　柊輔に会うということでいちおうきれいにしてきたから、おかしくはないと思うけれど。アクセサリーをプラチナの、ちょっとモードな感じで揃えてしまったので、料亭ならパールとかのほうが良かったかなぁと思った。

（柊輔のお母さんは、別に気取った人ではないけれど、大金持ちの一族の人だからな……）

　結婚のことも今日のことも、すぐにＯＫしてしまったけれど……。今更ながら緊張してきた。

（柊輔ともあまり詳細を話してないのに、いいのかなぁ？）

　板塀の雰囲気のある玄関を抜け、お店の人に到着を告げると、個室のお座敷に案内された。

　すでに柊輔と柊輔のお母さんが待っていた。

「美琴さん！　お久しぶり。柊輔から聞いて、わたしもううれしくって。美琴さんに会いたくて、今日来てしまいました」

　お母さんはにこにこしている。めちゃくちゃ美人だ。白のスーツが死ぬほど似合っている。おそらく、わたしの百倍は似合っているだろう。柊輔はもちろんいつも通り、ピシっとしたスーツ姿。

（わりと典型的な富豪の一族の嫁、って感じの人だよなぁ……）

　わたしは家事代行サービスの仕事をしているので、お金持ちの奥さんにはわりとくわしい。そりゃたまには尖ったような人もいるけれど、富豪の嫁というのは、比較的、天使のように無邪気な人が多い。そもそも育ちが良く、そのまま金持ちの嫁になったような人は、苦労をしていない分、素直なのである。

「お久しぶりです……」

　個室担当の中居さんに案内されるまま、座卓を挟んで向かい側に腰を下ろした。準備は整っていたようで、挨拶もそこそこにさっそく食前酒が運び込まれた。

「梅酒、大丈夫だった？」

「はい、好きです」

「良かったわ。あ、これ、美味しいわね」

　昔大学生の頃、柊輔の実家には何度かお邪魔したことがある。そのたびに、お母さんは歓待してくれて、美味しいごはんをごちそうしてくれたり、手作りのお菓子を出してくれたりした。

　無邪気なタイプの、明るい人なのは知っている。いいお母さんだなと思う。

　ところで、久しぶりに会った柊輔のお母さんは、わたしのことについてすごく詳しかった。意外なほどに。会社のことなど、わたしが言わなくても何でも知っていた。

「柊輔から話はずっと聞いていたの。美琴さん、しっかりしていて素晴らしいなって、いつも思ってた。本当はわたしずっとひそかに、美琴さんが柊輔と結婚してくれたらいいなぁって思っていたのよ。だから本当にうれしくて」

「いえ、そんな……。がんばってはいますけど……やっとなんとかなっている程度なんです」

「学生のときに起業されたのよね？」

「起業といいますか、必要に迫られまして、仕方なく。両親が不動産投資で失敗しまして、大学の授業料が払えないと言われて」

「まぁ……。本当にご苦労なさったのね」

　わたしのやっている事業などは、本物の会社経営者の一族にするような話ではない。問いかけには適当に言葉を濁した。柊輔のお母さんは無邪気だから、話の続きを聞きたがっている様子だったけれど、柊輔が代わりに少し説明してくれて、ホッとした。

　次々に運ばれてくる美味しい料理を食べながら、お酒も進み。メイン料理は和牛のしゃぶしゃぶで、かなりお腹がいっぱいになった。

　そろそろ会もおしまいかなと思われたころ、

「ところでね、美琴さん、ひとつお願いがあるの」

　柊輔のお母さんが、改まった口調で言い出した。

「柊輔から聞いたかもしれないけれど……。わたしの母がね、あ、母というのは、『野や紅こう』の現会長でもあるのだけど、もうね、末期がんで……あと、二か月保たないかもと言われているの。だからその前に、柊輔とあなたに結婚式を挙げて欲しくて」

　再び、頭が真っ白になった。

『野紅』というのは柊輔が継ぐ予定の会社で、江戸時代まで遡ることができる、歴史ある大手繊維商社である。

（いえ！　ぜんぜん聞いていません！　そんな話！　二か月って。その前って。ようするにすぐにでも結婚式を挙げて欲しいってこと？）

　柊輔はというと、うんうんと神妙な感じでうなずいている。

（どういうことよ、柊輔！）

　さすがに突っ込みたくなったけれど、お母さんの前でそういうわけにもいかない。

「あ……いえ……その……あ……」

　上手く言葉が出てこずどもっていると、柊輔が口を挟んだ。

「俺も、美琴のウェディングドレス姿、おばあちゃんに見てもらいたいな。でも、美琴も都合があるだろうし……」

　柊輔の言葉を聞き、なぜかいきなりスイッチが入った。

　お祖母様の病気のことを考えたら、かなりタイトなスケジュールで進めなければならないだろう。こういうことは、なんというか、わりと得意というか……きちんと遂行する自信がある。柊輔のためにひと肌脱ごう、という気持ちになった。

「そんなにお祖母様がお悪いなんて……知りませんでした。それでは急がなければなりませんよね。わたしは大丈夫です」

　キリっと言い切りながら、自分でも、

（なんでわたしこんなときに、経営者スイッチ入っちゃってるの？）

　その答えは、たぶん、本当の恋人じゃないから。甘い気持ちになっているわけではないから。それにしても……。

「まあ、うれしいわ、美琴さん！　ありがとう。美琴さんのご両親にも、すぐにでもご挨拶に伺わければね！」

　柊輔のお母さんは本当にうれしそう。

（これは……やばい）

　内心、不意に沸いて出た結婚話があまりのスピードで展開していくことに慄いていた。

　その後、わたしの実家への挨拶のことなど相談し、柊輔のお母さんは、『じゃ、あとは若い人たちで……』という雰囲気で、料亭の前にタクシーを呼んでさっと帰ってしまい。わたしと柊輔が残された。

　料亭の前の通りは大通りではないせいか静かで、わたしたちはどちらへとともなく歩き始めた。というか、柊輔が歩いていくほうへなんとなくわたしがついていく、ような感じ。

　涼しくて、気持ちのいい夜だった。もう少ししたら梅雨の季節になってしまい、もうちょっとべたつくのかも。たぶん今が一年で一番、夜の散歩にいい時期。

「今日は急にごめんね。一刻も早く会いたいって、母さんがうるさくて。俺からちゃんと話してからにしようと思ってたんだけど……」

「大丈夫だよ。事情が事情だから、お義母さんも早くわたしと話をしたかったんだよね、きっと」

（結婚するんだから、お義母さん、でいいのよね。それにしても、たぶん柊輔が先に聞いておくより、いきなりのほうが良かったのかも。だって二秒で覚悟が決まったもの。責任感が出て来ちゃって）

　ふわふわしていた気分が地に着いた感じ。そうかこれは、おばあちゃんがあと少しで亡くなってしまうかもしれない、という話だったのだ。だとしたら結婚を急がせたくなる気持ちもわかる。跡を継ぐことも決まっていることなんだし。

（急だから、『友達』のわたしにしか、頼めなかったのかもしれないね……）

　少し前を歩く柊輔の横顔を眺めながら、そんなことを思った。

　横顔を見つめるだけで、胸の奥が疼くように切ない気持ちになるのだから、完全に負けている。わたしは柊輔が言うことなら、だいたいなんでも受け入れてしまう気がする。

（でもやっぱり、譲れないことだってあるんだよね！）

　そんなことも思う。

　セックスって……どうなんだろう。友達だとしか思えない女から迫られたら、男はどういう気持ち？

（どうだろう。いけるかな？）

　でも、相手は柊輔だ。わたしはずっと見てきているからわかるのだが、柊輔が女に不自由したことは、これまでただの一度もないと思う。高校生のときも大学生のときも、次々にいろんな女の子が柊輔の彼女になりたがった。彼女たちは大抵は振られてしまうのだけど、たまには付き合いに発展することもある。わたしはそれを側でずっと見てきた。

　ただ、柊輔はいつもどこか冷めている感じだった。彼女がいるのにわたしと映画やコンサートに行くこともあった。普通はこういうの、彼女と行くものなんじゃないかなあとか思いながら。そんなとき柊輔は、『これはどうしても、美琴と行きたかったんだよね』などと話すことがあった。

　そう言ってもらえるのは、うれしかったけれど……。

「気持ちいいね、今日」

　わたしが言うと、柊輔が振り向いた。

「そうだね。すごく気持ちいい。せっかくだから、ちょっと寄り道しようか」

「いいよ」

　他愛ないおしゃべりをしながら、十分ほど歩くと森のような場所があった。

「すぐそこが駅だけど、中を散歩してみる？」

　柊輔に促される。

「ここ、何？」

「芝公園」

「あ、そっか。芝公園なんだ」

　都心の公園だけど、中に入るとそれなりに暗かった。

（都会のエアポケット、みたい）

　この辺には普段は用事がなく、詳しくない。昼間に入ったことは、一、二回はあるかもしれないけれど、夜は来たことがない。

「すごい。巨木だね」

　柊輔が言った。

　いったいいつごろからここに生えているのか、とても大きな木がたくさんあり、静かな林になっている。そして。

「東京タワー、ちょうど見えるね。夜はやっぱり、きれいだね」

　わたしはライトアップされた東京タワーを見つめ、うっとりしながら話した。

「そうだな。そこ、ちょっと座る？」

　柊輔が言った。ベンチが四つ、置いてある。せっかくなので東京タワーが見えるベンチに腰掛けた。

　他には誰もいない。きっとひとりだったら、ちょっと怖く感じるだろう。

（やっぱり、くっついたりはしないんだな……）

　これはいちおう、ロマンチックなシチュエーションと言っていいと思うのだけど、でも柊輔は、隣には座っているけど、少し離れている。触れない。これまでもそうだった。友達なんだから当然かもしれないけれど、これだけ長いつきあいでありながら、柊輔はわたしの体に触れたことは一度もない。

「今回はありがとう。それにしても、すごく急なことになってしまって、本当に申し訳ない」

「そんなことないよ。おばあちゃんの容態、って話、先にしてくれても良かったのに」

「でもそれだと、美琴が気を使ってＯＫしてくれるんじゃないかなって思ったから……」

　柊輔は申し訳なさそうな雰囲気だった。

（気を使ってＯＫ、かぁ。もしわたしの気持ちが柊輔に無いのなら、たとえどんな気の毒な事情があったとしても、結婚をＯＫしたりはしないと思うんだけどな）

　公園の中では、木々や土に音を吸い込まれるのか、大通りを走る車の音が少し静かに聞こえる。時折目の前をサラリーマン風の男性がひとりで通ったり、カップルが通ったり、公園だから、中を通ってどこかへ抜けることができるのだろう。

（今なら……もしかしたら言える？）

　並んでいる、というのがいい。顔を見ながらだと話しにくいから。

（どうしよう。なんて言おう）

　考えあぐねて黙っていると、

「そろそろ帰る？　美琴は明日、仕事？」

「や、まだ……。明日はいちおう、仕事はあるけれど……わたしは休みが決まっているわけじゃないから」

　今日は金曜日で、だから明日は、柊輔は休みのはず。もう少し、いいだろう。

「そうだよな、美琴の仕事は土日は関係ないもんな。大丈夫？　早く帰らなくて」

　柊輔はわたしに気を使っているような雰囲気だった。柊輔はだいたいいつも優しいので。

（わたしを早く帰したいってことか。そりゃあそうか、友達なんだから）

　たとえどんなに名残惜しくとも、いつもならすぐにでも立ち上がり、さっさと駅に向かうところだけれど、今日はそうはいかない。ここまで話が進んだのだから、ちゃんと確認というか、話しておかなければならない気がする。

「あのね、柊輔。わたし、昨日からすごく考えていることがあって」

　そう言うと、柊輔の表情が少し硬くなった。不安げな目で、わたしを見つめている。

「あの……今回の、結婚について、だよね」

「うん」

「えっとあの……どんな……」

　なんだか怯えたような表情。いつもの柊輔なら多少ナイーブになることはあっても、わたしが少し話した程度でいきなり顔を強張らせることはない。

（どうしたんだろ。わたしまだ何も言っていないのに）

　ちょっと不思議に思った。でも、話を続けるしかない。

「えっと。わたしと柊輔は、ずっと友達だったわけでしょ」

　柊輔は静かに頷く。

「でも今回、いろいろ事情が重なって、柊輔は早く結婚する必要が生じた。で、現在、すぐに結婚したい相手がいない。だから、友達であるわたしに白羽の矢が立った。……と、ここまではこういう理解でいいんだよね」

　柊輔は固まっている。わたしの様子を伺っている。

「え、ええと……」

　柊輔は口を開いたものの、言葉が出てこない雰囲気。わたしが改まった感じだから？　助け船を出すつもりで続けた。

「あ、誤解しないでね。わたしはうれしいの。だって、柊輔がそれくらい、わたしのことを信用してくれたってことだもの。わたしも柊輔のこと、ずっと大事な友達だって思っていたから」

　半分くらい嘘で、半分くらい本当。柊輔がわたしを信用してくれている、ということはうれしいし、わたしは柊輔を大事な人だと思っている。ただそれが、友達として、ってわけじゃないだけで……。

「あの……結婚はする、よね……」

　おそるおそる、という感じで柊輔が言う。

「あ、するよ」

　そう言うと、柊輔は心底ほっとしたようにため息をついた。

「良かった。もしかしたら断られるんじゃないかと思ったよ……」

「そんな……断るわけないじゃん」

　思わず言うと、

「なんで？」

　ハッとしたような感じで見つめられた。

「なんで、って、だって柊輔が困っているのに、見捨てるなんてできないよ」

　そう言うと、柊輔はちょっと目を伏せた。

「それは、そうだよな……」

（どうしよう。めちゃくちゃ言い出しにくいよ。でも、言わないと！）

　わたしは意を決した。

「えっと……いきなりだけど、結婚するってことは普通、あのー、触れ合ったり、とか、要するに、キス……とかセックスとか、するわけ、だよね」

　わたしがそう言うと、柊輔は鳩が豆鉄砲をくらったような顔になり、わたしをじーっと見た。

「えっ……。いきなりどうしたの」

「だから、要するに……わたしたちは友達だから、これまではそういうことなかったわけじゃない。でも、結婚するとなったらさ、しない、というわけにはいかないわけじゃない」

　そう言うと、柊輔は慌てたように、

「あっそれはさ！　それは！　ぜんぜん！　無理しなくていいんだよ。だって、美琴、嫌だろ？　そんな無理は俺、言わないから。俺はもう、美琴が結婚してくれるってだけでいいからさ」

（そうじゃなくって！）

　内心、突っ込みたくなってしまったけれど、それはなんとか自制した。

（あーあ。こんなにドン引きしちゃって……。よほど、わたしに対してはその気になれないんだな……）

　落ち込みつつも、

（でもこれはわかっていたことだもん。仕方ない。話を進めなくちゃ）

　わたしは考えて……。ふと、いい方法を思いついた。これなら。で、話し方もそういう風にもっていけば、たぶんなんとか。

「うんうん、だよね、わかるよ柊輔の気持ち。わたしたち、友達だもんね。でもさ、結婚するとなったら、そういうわけにもいかない気がするの。知ってると思うけど、わたしだってとっくに処女じゃないわけだし、柊輔だってこれまで何人も彼女がいて、お互いとっくに、性的に大人でしょ？　だから……そう、性欲処理よ！　お互いそこは割り切って、性欲処理をする、ってことにしない？」

　かなりドキドキしているし、緊張しているけれど、そういう風には見えないように取り繕いつつ、表情はあくまでも真剣なまま話を続ける。柊輔は最初、かなり驚いた風だったけれど、今はかなり難しい顔をしながら聞いている。

「でもさ、美琴、性欲処理って……俺は、そんなつもりは……」

　柊輔の言葉を遮るように、慌てて続けた。

「そ、そうね、なんだか言葉は悪いのかな。でも、あくまでもなんていうか……そういう表現をしてみただけ。だって、結婚するんだし。この結婚がいつまで続くかなんてわからないけれど、そんなに長くないと思うの。なぜなら、柊輔に本物の恋人や好きな人ができたら、そこで結婚相手を切り替えなきゃいけなくなるんだから。だとしても、わたしとの結婚だって、もしかしたら数年くらいは続く可能性だってあるわけで。意外かもしれないけれど、わたし、セックスは嫌いじゃないほうなの。だから……」

　さすがに最後はなんだか、しどろもどろになってしまった。

　柊輔はというと、かなり唖然としている。考え込んでいるような表情。そして、ぽつぽつとした口調で話し始めた。

「えっとさ……。美琴に好きな男ができて、結婚を解消したいってことになったら、俺はもちろん身を引くつもりではいたんだ。で、この結婚では、美琴は無理して俺に抱かれる必要はないんじゃないかなと思ってた。でも今の話を総合すると……要するにしてもいい、ってことだよね、俺と」

　どっちかというとかなり沈んだ口調だったので、わたしは必死で話を続けた。そして、わたしはさっき話をしている最中にふと思い付いたとあるアイディアを──話してみることにした。

（もうこうなったら、なんだって提案しないと！）

「してもいい、っていうか、しよう、っていうか……。あ、それで、その方法なんだけど……。要するに友達のままじゃ、やりずらいじゃない。だから、お互い変身してすればいいんじゃないかなと思って」

「変身？」

　さっきから驚き続けている柊輔だけど、わたしをじっと見つめながら、さらに混乱している感じ。

「そう、変身。シチュエーションプレイ、って感じ？　お互い別の人間になりきって、舞台も設定して、楽しくセックスするの。それなら、楽しそうじゃない？　友達って雰囲気じゃきっと無理だもん」

　柊輔は膝に肘をつき、手の甲に顎を乗せるような恰好で俯いて、考え込んでいた。

（え？　これでもだめ？　そんなにわたしとはセックスできない？）

　ここまで提案しているのに。なんだか泣きそうになってきた。これだけがんばっているのに、やっぱりわたしを抱く気にはなってくれない？

　どうしたらいいかわからなくなってわたしが黙り込んでいると、柊輔が顔を上げてわたしを見た。さっきとは違う、静かな瞳。

「そうか……なるほど。うん。わかったよ。別人になれば俺とできると、美琴は思うんだね。で、セックスは、あったほうがいいと思うんだね」

「うん」

「あの……だったら、俺から少し提案していい？　そのシチュエーション、俺に考えさせてくれないかな。あ、もちろん美琴の希望も取り入れて考えるから」

　おそるおそる、という感じで柊輔が言った。

「え。前向きに考えてくれるの？」

「もちろん。だって、美琴の提案だもん。俺に異存はないよ」

（受け入れてくれた！）

　ホッとして、急にうれしくなってきた。柊輔の表情も少し明るくなった気がする。目の前の東京タワーも、心なしかキラキラ度合いが増した。

「えっとちなみに……美琴は、どういうシチュエーションがいいと思うの？」

　はた、と考え込んでしまう。だって、そこは何も考えていなかったから。わたしは柊輔とできればそれでいいんだから。

　でも、そうも言っていられない。ちゃんと答えなくちゃ。

「そうだなあ。うーん、じゃ、遠距離恋愛のカップルの、久しぶりのデート！　とかどう？」

　わたしが言うと、柊輔がくすくすと笑った。今日の柊輔は笑顔が少なかったから、安心した。

「え。そんな感じでいいの？　俺、変なコスプレさせられるのかと思って、ちょっとびくびくしてたんだけど」

「コスプレなんかしなくていいよ。大事なのはシチュエーションだよ。そして、別人になりきること」

　そう言うと、

「うーん。それはそれでけっこう難しいな。でも、面白いかもね。じゃ、今度その設定でデートしようか」

（デート！）

　夢見心地、とはこのことだろう。こんなに長い付き合いの中で、柊輔が初めて、わたしと会うことを『デート』と表現してくれたのだ。うれしい。

「うん、そうしよう！」

「じゃ俺、ちゃんと計画するね。遠距離恋愛の二人の、久しぶりのロマンチックなデート。コースなんかは、任せてくれるんだろ？」

「うん。でも柊輔、そんなの面倒じゃない……？」

　負担をかけてしまうようで、おずおずと言うと、柊輔が慌てたように首を横に振った。

「とんでもない。ぜんぜん負担じゃないよ。それよりも、俺、がんばるから。美琴に楽しんでもらえるように」

「ありがとう」

　東京タワーに見下ろされながら。わたしたちは話し合いをし、それが無事済んで──その日はそのまま、お互いに電車で、別れて帰った。







三・初めてのシチュエーションプレイ








　次の日からは、もう怒涛の毎日。

　両家の親同士が会う日を決め。結婚式の日取りを考え。柊輔が率先して決めてくれたので、案外とんとん拍子に進んだ。

　わたしと柊輔はメッセージアプリでの連絡と電話で、だいたいの話を進めていた。あれから電話はほぼ毎晩している。

　柊輔もかなり忙しく、わたしも普段からばたばたしていたりするので、なかなか会う日が決められない。

　そんな日々だったけれど……。急に降って沸いた結婚話に戸惑いつつ、わたしはなんとかすべてを滞りなく済ませたくて、がんばっていた。

　そしてまた週末になり。疲れ切って帰宅して、お風呂から上がって缶ビールを開けた瞬間に、電話が鳴った。

　見ると柊輔だ。すぐに出た。

「美琴、今大丈夫？」

「うん。ビール飲んでたところ」

「そっか。今日も仕事、お疲れ様」

「柊輔こそ。退職間近で、バタバタしているでしょう？」

「それもそうなんだけど、『野紅』の新社長としての仕事が入ってきちゃって、そっちのほうが大変かも」

（わたしが社長夫人になるなんて、全くピンと来ないけど……）

　結婚はするけれどそれとは関係なく、わたしの会社はこのまま継続する。わたしと柊輔は契約結婚のようなものだから、きっと永遠に続けられるわけじゃないし。

　結婚後に住むところに関しては、柊輔にお任せしている。わたしの通勤にいいように新宿で探してくれると言っている。

「ところで、明日、どうかな？」

　明るい声で急に聞かれて、一瞬何のことかわからなかった。

「どうって、何が？」

「デートだよ」

　う、と一瞬うれしさで胸が詰まり、返事が遅れてしまった。

（デート！）

「美琴の都合さえよければ、明日、どうかなと」

「たぶん、大丈夫だと思う」

（明日は、パートさんの急なお休みとか突発的なことが起こらなければ行けそう！）

「で、明後日は、お休み？」

「うん」

「じゃあ、ゆっくりできるね。泊りも……できる？」

「うん……できる」

　確認されながら。

（ってことは……そういうことよね？）

　なんだか実感がないまま、顔が熱くなってきた。

「じゃ、会おう。俺、いろいろ考えたからさ、明日は集合した瞬間から『久しぶりに会う遠距離恋愛のカップル』っていう設定で会おうよ。ってことで、待ち合わせは東京駅でどうかな？」

「いいよ」

　その後、もう少し設定について説明があって。それを聞いているうちに、どんどん胸がドキドキしてきた。

（どうしよう。うれしい！）

　そんなわけで、明日はデートと相成った。




　今日は、午後一時半に待ち合わせの予定。十時頃に軽めのブランチを食べた。たぶんこれで、夕方までお腹が空かない。

　その後、シャワーを浴び、メイクをし、髪を整えて。

（今日わたしは、遠距離恋愛の彼に半年ぶりで会う彼女だから）

　嘘っこなのに、ただのシチュエーションプレイなのに、と思いながらも、準備をしているうちにだんだんその気になってきた。

　服は迷ったけれど、彼氏もいなくて素敵なところに出かけていく機会も少なかったわたしは、しばらく新しいものも買っていないし、かといって営業用のスーツというのも気が進まず、これまで何度も着ているベージュのワンピースを着ることになってしまった。

　よく考えたらわたしは普段着と仕事用服以外の、いわゆる『お出かけ・デート服』みたいな服はベージュのワンピースとサックスブルーの裾レースワンピースしか持っていないのだ。

（前回は裾レースのサックスブルーのワンピースだから、今回はベージュで行くしかないか。何か買っておけば良かったかな。でも忙しくてそれどころじゃなくて……）

　都心に住んでいてデパートも近くにあるのに、本人に意識がなければ服なんてこんなものになってしまう。

　黒のショルダーバッグも、もう何度も使ったものだけど、ワンピースに合いそうなバッグはこれしか持っていないので仕方ない。

　アクセサリーは、少しずつ集めているので基本的なものは一応揃っている。社長としてお客様の前に出るときに失礼があってはならないので、いわゆる仕事用のネイビーやグレーのスーツに合わせられるようなものは持っている。それをお出かけにも応用するのだけど、今日は悩んで、ピアスはプラチナに小さなサファイヤがついた、スタッドタイプに落ち着いた。そして指輪はシルバーのもの。

（そういえばこれ、柊輔の前でつけたことないな）

　すごくシンプルなデザインだからぜったいに気がつかないと思うのだけど、これは柊輔に貰ったものなのだ。だからお気に入り。

　大学生の頃、柊輔が彼女のために買ったけれど、渡す前に別れたくなってしまい結局余った、という指輪を、『それ欲しい！』と騒いで譲り受けたのだ。

　なんであんなことをしたんだろうと思うけれど、それはやっぱり、柊輔から指輪を貰う、ということをしてみたかったから。サイズが合わなくて、自分で直しにまでいって、その後もずーっと使っているのだ。もちろん柊輔には内緒で。

　柊輔はあのとき確かけっこう渋っていて、だったら他の指輪をプレゼントするよ、とまで言われたのだけど、それはわたしが頑として断ったのだ。だって自分には、柊輔に指輪を買ってもらう資格なんてないんだから。柊輔が買ったけど誰かがたまたま貰わなかったもの、程度のものが自分には似合っていると思った。

　家を出る。

　こんなふわふわした気分で家を出るのは、もしかしたら初めてかもしれない。

（デートって、会う前からこんな感じなの？）

　雨が降らなくて良かった。暑くも、寒くもなくて良かった。たぶん、デート日和。

　東京駅へと到着。地方出身者と東京在住者が入り混じる、いつもの混雑ぶり。時間通りに東北新幹線の出口付近に佇むと……柊輔が駆け寄ってきた。

　黒っぽいジャケットとパンツ姿だけどスーツではなく、きれい目のデートスタイルな感じ。インナーは白のＴシャツで清潔感がある。スマートなシルエットなので野暮ったさがなく、カジュアルなのに高級感がある。

（わ、びっくり。それにしてもなんで休日までこんなにカッコいいのかなぁ）

　社会人になってからは、仕事帰りに会うことがほとんどだったので、そういえば最近はスーツ姿しか見たことがなかった。

　柊輔がどこから出てきたのかわからない。だけどたぶん、わたしが来るのをちゃんと見ていなければ、すぐさま駆け寄ってくることはできないと思う。

　そして。

「待ってたよ。久しぶり。会いたかった」

　すごくうれしそうに話しかけてくる柊輔。

「う、うん」

　少し引き気味になりながらうなずいた。ちょっとびっくり。

（これって、本当にけっこう、ガチでやるってことなのね）

　まだふわふわとした気持ちだったわたしは、ある意味、そこで気持ちを立て直さなくちゃならないなと思った。本気で演技する方向に。

　わたしを見つめる柊輔の目が潤んでいる。久しぶりに会う、ということだから……？

　こんな表情、見たことがない。

（どうしよう……。柊輔、めちゃくちゃリアルな感じ。負けられない！）

　わたしはごくん、と息を呑みこんで。次の瞬間に、

「わたしもすっごく、会いたかった。だって、半年ぶりだもんね」

　柊輔を見つめながらそう言うと、

（わ、わわわわ）

　ぎゅっと、抱きしめられた。

　もちろんこんなこと、初めて。強い刺激に、頭がぼうっとなりつつも、

（今日の設定は……ええとええと）

　考えを回す。昨夜の打合せでは、秘密の社内恋愛で、わたしは仙台支社に転勤になってしまい、お互いに猛烈に忙しく、やっと半年ぶりに会えることになった……という設定にしよう、と柊輔は言っていた。

　確かに、昨夜の段階からなんだかすごくノリノリだなあ……とは思っていたけれど、

（もしかしたら柊輔って、こういうシチュエーションプレイみたいなのが好きだったのかな？）

　そうとしか思えない。ということは、わたしも心して合わせなければならないということだ。

（わたし、もっともっとなり切らなきゃ、遠距離恋愛中の彼女に！）

　そう思うと覚悟が決まり、つい固くなってしまっていた身体から少し力が抜けた。

　すると、柊輔の腕がそっとわたしから外れた。

　見上げる。これまでで一番近い位置から、わたしは今柊輔を見ているんだと思ったら、それだけで胸がいっぱいになってくる。

（カッコよすぎ……。これじゃ気持ちが持たないよ。ちょっとは冷静にならないと……でも、どうやって？）

「じゃ、行こう」

　今度は手を握られた。そのまま歩く。

（わ！）

　手を繋いで歩くなんて、十年つきあっていて、もちろん一度もない。

（でもでも。彼女だったら当たり前だよね。久しぶりに会ったんだから、すぐに手を繋いだりするよね）

　足の裏がふわふわしている感じ。なんだろう、地に足がついてない、ってこういうこと？

　東京駅の中を歩く。その間、柊輔は優しく話しかけてくれていた。疲れていない？　とかそんな、他愛ないことを。

　で。八重洲口を出て……一体どこへ向かっているのかな、とは思っていた。

　駅を出て、わりとすぐ。大きな黒い車の前で、柊輔は足を止めた。そして、その車の後部ドアを開けた。

「どうぞ」

「え？」

　広い車内。オフホワイトの革張りのシート。ミニテーブル。運転席の背もたれが高い上、透明の仕切り版がある。だから後部座席が独立している感じ。

（これはいわゆる、リムジンというやつなのでは？）

　柊輔を見ると、笑顔だ。ドアも開けてくれているし、とりあえず乗り込んだ。柊輔も乗り込んできて、席は向かい側にも座れるようになっていたけれど、隣に座った。

　ドアが閉まると、車が滑り出た。

「すごい。広い。これって……リムジンでしょ？」

　思わず言うと、

「これは家の車だから、リムジンとしてはそんなに広くないんだけどね。今日はこれであちこちいろいろ回ればいいかなって。車の中なら、二人きりになれるし……」

　再び、手を握られる。

「だって俺、久しぶりに会えてうれしくって、ずっと美琴に触れていたいからさ……」

（ど……どうしよう……）

　柊輔は完全に、シチュエーションプレイに入り込んでる感じだけど、わたしはまだ戸惑っている。

　というか、たぶんわたしの場合はもともと柊輔のことが好きでたまらないから、演技というよりも、素が出そうで怖いのだ。

（でもこれ、そんなこと言ってる場合じゃないよね？　それにしてもまさか柊輔がこんなに演技派だったとは……）

「わ、わたしも……」

　戸惑いながらもおずおずと言うと、繋いだ指を絡めながらそっと手の平や指先を擦るような感じで──優しく愛撫された。

（や、ヤバい……）

　ドキドキが止まらない。とてもじゃないけれど、冷静になれない。

「本当に？　うれしいよ、美琴……」

　初めて聞く、優しい、甘い声。

　柊輔は、彼女にはこんな風に話しかけていたんだ……と、なんだか少し嫉妬心を感じてしまいそう。

「あ、会いたかった……ずっと。半年も会えなくて、寂しかった」

「俺も。今日はたくさん愛し合おうね」

（もうダメ。顔から火が出そう）

　ドキドキと恥ずかしさが混じった感情が頂点に達し、しばし目を閉じた。すると。

「んっ……」

　唇に。唇が。

　薄目を開け、次の瞬間にまた閉じる。

（キス！　されてる！）

　目の前に柊輔がいるだけでドキドキしてしまうのに。なんと！　キス。

　ピタリと塞がれた。まるで確かめるように、唇同士を優しく合わせてくる。

（柔らかいけど、少し、カサっとした感じもする……）

　不思議なのだけれど、キスされたことで少し冷静になってきた。そうかこれは、セックスをするための前戯なのだと理解したから。

（だって、そうしようって言ったのは誰でもない、わたしだもの。そっか、柊輔はわたしに対してその気がないから、こうでもしないと盛り上がらないのかもしれないなぁ……）

　わたしのそんな思いも、唇を舌先で割られ、口中を愛撫され始めると、砂のように溶けて消えていく。

（気持ちいい。柊輔ってこういうキスをするんだ……。すごく上手い）

「ん……う……」

　すぐには終わらず、しばらく続いた。運転手を気にせずこんなことができるのは、広いリムジンだからこそ。

（それにしてもすごいな。自家用車がリムジンって、どれだけお金持ちなんだろ）

　柊輔がお坊ちゃんなのは知っていたものの、高校も大学もお金持ちの子弟がほとんどの学校だったから、気にしたことはなかった。そしてわたしの家は、その中では最底辺くらいの財力だったので、わたしには贅沢が当たり前、という感覚はない。

　唇が離れる。少し上気した目で見つめられる。わたしの目もたぶん、潤んでいて。柊輔が体を戻し、再び並んで座る形になった。そして肩を抱かれ、引き寄せられる。

「会えてうれしい。好きだよ、美琴……」

（そこまで、言っちゃう？）

　そう思いつつ、でもシチュエーションプレイなんだから、と思い直す。わたしも少し慣れてきて、女優の気分になってきた。

「わたしもだよ、柊輔」

　そう答えると。車がすうっと、どこかに停車した。

　時計なんて確認している余裕はなかったけれど、たぶん十五分くらい走ったはず。

　促されて降りると、そこは……ブランドショップが立ち並ぶ通りだった。

（銀座？　かな？）

　名だたる高級ブランドばかり。普段、全く足を踏み入れないところだ。

　わけがわからないまま、柊輔とショップに入る。そこは柊輔のいきつけらしく、顔見知りらしい女性店員が近づいてきた。

　わたしはあっという間に、試着室に連れ込まれてしまい、そして……店員さんが次々といろんな服を持ってきて……ああだこうだと、全身コーディネートされてしまった。

「素敵だよ、美琴。じゃ、これと、これと……」

「靴はどういたしましょう」

「この服に合うものを、持ってきてください」

　口が挟めないというか、どう挟んだらいいかわからないというか。

（えっ？　でもこんな高い服、わたし、買うつもりはないんだけど……）

　いちおう、わたしだって経営者のはしくれだから、ブランド品を『買えない』わけではない。でも、買う習慣がないのである。着ていく場所が無い、ということもある。

　普段来ている服は、スーツだとして数万円のものが多いのだが……試着している服は全部、とりあえず一桁は違う。

（それに、今はシチュエーションプレイの途中じゃないの……？）

　次々と、これまで身に着けたこともないような素敵なワンピースやジャケット、ハイヒールなどを身に着けながら、わたしは戸惑い続けていた。

　ポロネックでハイウェストの、大人っぽいワンピース。とろみのある、落ち感のある素材で色はグレージュ。スカート部分はプリーツ。合わせてもらった靴はピンクベージュで、オフホワイトのラインが入っている。華奢なハイヒールだ。

　すっごく、女らしい。仕事でも、プライベートでも、普段のわたしは全く着ない服だ。

「じゃ、これに決めようか。すごく可愛いから、このままデートしよう。プレゼントするよ」

「え、でも、それは……」

　思わず素に戻りそうになると、

「今日は半年ぶりのデートでしょ？　可愛い美琴とデートしたい。プレゼントさせて」

　うれしそうな様子の柊輔にそう言われてしまい……。会計も済み……。

　かなり呆然としながら、店員に見送られて店を出た。

（どうしよう……）

　ブランドショップで一揃い、買ってもらってしまった。どう考えても、かなりすごい金額。

　半年ぶりに会った遠距離恋愛の彼女は、彼氏と会うたびにこんなに豪華なプレゼントをもらったりするものなのか？　それは違うに決まっている。

「ついでに、ここも寄って行こうよ。可愛い指輪とか、ピアスとか、プレゼントしたいから」

　わたしは慌てた。次に柊輔が入ろうとしたのが、ジュエリーショップだったからだ。

「えっそれはダメ！」

　思わず素に戻ってしまった。

「どうして？」

「えっと……あの……そうそう、この間、買ってもらったのがあるじゃない？　半年前に会ったとき！　それを気に入っているから、今はいらないの！」

　なんとかシチュエーションプレイを続けようと、ジュエリーはいらない設定を作り上げた。

（だって本当にいらないもの。わたしには本当に、お気に入りの、柊輔から貰ったシルバーがあるんだから）

　わたしが頑なに言い張ったので、柊輔は諦めてくれたけど、なんだかとても残念そうだった。

（それにしても、いくらおぼっちゃまだからって、一回のデートにお金を使い過ぎだよ！）

　そのあと、近くのカフェでちょっとお茶をしていると、リムジンが迎えに来てくれて、再び乗り込んだ。いつのまにか夕方になっていて、次に案内されたのは北青山付近のイタリアンレストランだった。漆喰の壁に一枚板のテーブルが並び、素朴な雰囲気を醸し出しつつもお洒落な雰囲気の素敵なお店で、他のお客さんたちもカップルが多い。

　柊輔とはこれまで何度も食事をしているけれど、初めてのお店だった。とても美味しく、食事と一緒にワインを少し楽しんだ。

　お店を出たのは……二十一時頃。すでに到着していたリムジンに乗り込む。

　今日は完全に柊輔のペースだな、と思う。シチュエーションプレイを申し出たのは自分なのに、まさかこんなにノリノリでやってくれるとは思っていなかったし、それにこんな豪華な展開になるだなんて……。恐縮してしまう。

（まぁでもさすがに……そろそろ、ホテル？）

　柊輔は何も言わない。なんとなく、そっと手を伸ばして隣に座る柊輔の指先を握ると、ぎゅっと握り返された。

（どこまでが演技なのかなぁ。……どこまでってことはなくて、全部演技ってことなのかなぁ）

　そう思わないと理解できないくらい、なんだか出来過ぎのデート。

　車が、停まった。

「降りるよ」

（ん？　いったいどこ、ここ）

　車での移動だと距離感が掴めず、何がなんだかさっぱりわからない。

　降り立つと……なんだか潮の匂い。ってことは海の近く？　舗装された道路を柊輔と歩いていくと、だだっ広い敷地が見えてきて。ところどころに背の高い照明、そこに乗り物っぽいものが何台も。

「え？　ヘリコプター？」

「うん。夜景は、嫌い？」

「嫌い、じゃないけど……」

　話していると、施設の男性がやってきて、挨拶してくれた。その内容から、

「もしかして、ヘリコプターも？」

「うん、うちの。今夜は使わないみたいだから、ちょっと借りようかなと。俺、子供の頃からヘリで空を飛ぶのが好きで、実は自分でも免許を持ってるんだ。海外に住むときなんかは、持ってるとけっこう便利なんだよ。あ、今日は操縦してもらうけどね」

　今日の柊輔はずっとなんだか、うれしそう。にこにこしている。

（自家用ヘリ！　で、運転もできるの？　もしかしてこの様子だと、自家用ジェットも持ってるんじゃないだろうか……）

　生活のスケール感が違い過ぎて、怖くてきけない。

　わたしは柊輔のことを好きになっただけで、別にお金持ちのお嫁さんになりたかったわけではないから、今日のデートにはひたすら驚いている。うれしいけど、びっくりというか……。柊輔の知らなかった一面を見せられている感じ。

（柊輔と付き合うって、こういうことだったの？）

　案内され、ブルーに白いラインが入ったヘリコプターに近づく。ブルンブルンと大きな音をたて、プロペラが回っている。

（ちょっと、怖いかも……）

　そう思いながらも、柊輔と乗り込む。ドアが閉まり。

「あ、あ……」

　いきなり、ふわっと浮いた。

（そっか！　飛行機じゃないから、助走がないんだ！）

　いきなり浮いて、そして、どんどん高く昇っていく。わたしが少し怖がっているのがわかるのか、柊輔が手を握ってくれた。

「大丈夫だよ。一緒だからね」

　優しく言われ、

「うん」

　子供のように頷く。もし、万が一、ここで何かが起こって墜落するのだとしても、わたしは柊輔と一緒ならそれほど後悔しないで済みそう。柊輔のほうはどうか、わからないけれど。

　瞬く間に登っていく。体感と迫力に呆然としていると、あっという間に東京上空に到着してしまった。

「すごい。きれい……」

　上空からの都会の夜景は、まるで宝石箱をひっくり返したみたい、とよく言われるけれど……まさにそんな感じ。ダイヤ、ルビー、サファイヤ、エメラルド。そんな、色とりどりの宝石が、それぞれ輝いている。

（東京の夜景はお仕事をしている人たちで作られているというけれど……）

　人間の営みが、光り輝く夜になっているなんて不思議だ。自然とはかけ離れた光景が、でも、こんなに美しいなんて。

「これを、美琴と見たかったんだ……」

　柊輔がつぶやく。その声が、演技とは思えなくて、なんだか胸に響いた気がして、

（アカデミー賞、取れちゃうんじゃない？）

　そう思うことで、なんとかすり抜けた。もちろんわたしもしっかり演技する。

「素敵だね……。柊輔とこんな素敵な風景を見られて、わたしもすごくうれしい」

　そう言うと、

「本当に……？」

　しっかり見つめられた。

　髪や頬を撫でられ、触れられていない部分まで熱くなってきた。わたしもそっと、柊輔の腕や肩を撫でる。なんだか、もどかしい。

　夜になったからか、少し、気分が昼間よりもリラックスし始めている。このリラックスは『恋人としての柊輔』に慣れてきたからだと思う。

（キス、したいな……）

　嘘でもいい。こんなロマンチックなところで、キスしたい。でも、柊輔にしてみれば、自家用のヘリだから、恥ずかしいのかな？

（でも。したいんだもの）

　柊輔のほうに体を向けて、見上げる。そのまま伸び上がり、柊輔の首あたりに手を添え、引き寄せるようにしてキスをした。すると。

　柊輔の指がわたしの顎あたりに触れ、持ち上げられるように、さらに深くキスされた。背中に手が回される。口内に滑り込んでくる舌。わたしも絡ませる。

（うれしい……）

　柊輔がわたしからのキスを受け入れ、さらに深くキスを続けてくれた。ひっくり返した宝石箱の上で。

（遠距離恋愛のカップルの久しぶりのデートだったら、東京上空でのキスなんて、きっと序の口、ってことでいいのよね）

　わたしたちはその後もずっと、遊覧飛行が終わるまで、お互いの体に触れたりキスをしたり……もどかしく甘い時間を過ごした。




「きれいだね」

　周囲を見回す。

「かなり、掃除したからね」

「自分で？」

「もちろん。だって今のところ、俺は普通のサラリーマンだからさ」

「でも、いるよ、けっこう。サラリーマンでも、掃除を頼んでくる人」

「……ごめん嘘ついた。本当は、掃除はプロに頼んでるんだ。俺は昨夜、ちょっと片づけたくらい」

　柊輔はいつもの感じになっていて……。

　お互い、ちょっとハッとして、黙り込んでしまった。

（ダメ！　今、素に戻っちゃダメ！　一番ダメなタイミング！）

　ヘリコプターを降りて。リムジンに乗って。わたしたちはここへ来た。

　予想に反して、連れてこられたのはホテルではなく柊輔のマンションだった。

　場所は、かなり都心、というか、京橋。丸の内の会社までは、徒歩で行っていたらしい。これまで来たことがないので、知らなかった。

　大通りに面していたけれど、防音がしっかりしているから、室内はとても静か。白とブラウンを基調とした、落ち着いたインテリア。

　間接照明と、窓から入る月明り、というかビル明かりで、ほの暗い感じ。

　玄関からまっすぐ歩いて正面のリビングに来たから、他の部屋はわからないけれど、３ＬＤＫくらいの広さがあるマンションのような気がする。リビングダイニングになっていて、広めのキッチンが併設されている。シルバーの大きな扉はたぶん冷蔵庫だろう。

「えっと……半年前に来たときより、きれいみたい」

「そ、そうか。美琴のために、頑張って掃除したんだ」

「ありがとう」

　かなり無理があったけれど、なんとか雰囲気をシチュエーション通りに戻すため、そのようにふるまった。

（そうよね。無理、絶対に無理。普段の感じだと、ロマンチックな雰囲気になれない）

「飲み物を持ってくるよ」

　柊輔がキッチンの冷蔵庫から缶ビールを二本出してきた。

（うん、飲みたいよね……）

　なんだか素面でいるのは難しい。リビングのソファに並んで座り、お互い無言のままビールを飲み干した。どうやら同じ気持ちなようだ。

「もう一本、飲む？」

「う、うん」

　返事をしながら、頭の中では必死に考えをめぐらせる。こういうとき……久しぶりに会った遠距離恋愛の彼女ならどうする？

　柊輔が持ってきてくれたビールを受け取る。さっき一本飲み切ったせいか、少し気分が落ち着いてきた。お酒が入ったほうが落ち着く、というのは変かもしれないけれど。

（遠距離恋愛の彼女なら……彼に久しぶりに会えたら……）

　恋人同士のはずなのに、ソファに並んで座っているのに。二人の間には不自然な隙間があった。とりあえず、それを詰める。

　ぴたり、と体を寄せると、柊輔が一瞬、ビク、としたように思えた。そしてその直後、ふ、と息を吐き、肩に手を回してきた。

「やっと……会えたね」

　優しい声。ホッとして、

「うん、うれしい」

　そう言いながら、柊輔の膝に手を乗せる。

　少し緊張しながらも、さらに体の力を抜き、もたれかかった。すると柊輔がこちらに体を向け、顔を寄せてきた。

　唇が重ねられた。温かい。下唇を軽く挟んで、次に上唇も。唇の合わせ目をそっと舌でなぞられ、入り込んで来る。ちらりと歯茎を舐められ、歯と歯のへと差し込まれ、そんなことをされているうちにすっかり我慢ができなくなったわたしは、自分から舌を絡めてしまう。

「ん……ふ」

　次第に、押されるように、そしてすこし引っ張られたりもして、わたしはソファに横倒しにされ、柊輔が圧し掛かってきた。

（あ……）

　キスに没頭しながらも、一瞬、ちょっと慌てた。開けてはいけない扉を開けてしまった感じ。

（ダメ、我に返っちゃ。わたしは今、彼女なの！）

　柊輔への想いが溢れそうになり、自分で自分を叱咤する。彼女なんだから、柊輔とのセックスは初めてではないのだ。だから、もっと普通に……と思っていたら。

「……あのさ。いいの、本当に」

　一瞬唇が離れ、耳元で囁かれた。遠距離恋愛の彼女ではないわたしに、確認している声だった。

「うん、いいの」

　わたしもできるだけ冷静に答える。

「ごめん俺も男だから……途中でダメって言われたらちょっと……」

「言わないよ」

　決意を込めてそう言うと、ぎゅっと抱きしめられた。

　再び、濃厚な口づけ。さっきよりもさらに深く、舌が滑り込んで来る。舌の根元まで探られ、吸い上げられる。唾液の絡まり合う音が、ぴちゃぴちゃと、静かな室内に響いている。

（柊輔って、こういうキスする人だったんだ……すご……）

　わたしだって別に処女というわけでもなく、少しは経験があるのに、それどころではないという感じ……。激しい。

　犯されてるみたい。何度も舐めては吸い上げられ、閉じることができない口の端から、唾液が垂れてしまう。息が上がってきた。

　少し苦しく感じ、柊輔の胸に手を当て押し戻すようにしたけれど──やめてくれない。逆に手首を掴まれ、押さえつけられてしまった。唇が離れ、柊輔はワンピースのポロネック部分の前ボタンを外し始めた。

（あっ……）

　柊輔はどちらかというとわたしとの行為に引き気味なんだと思っていたから、次々と強引に進められていくことにわたしはひたすら驚いている。気持ちは追いついていかないのに、体だけが反応しているみたい……。

　ピンク色のレースのブラジャーは、一番のお気に入りを着てきた。ショーツもお揃いのものを身につけている。でも、それが露わになると、やっぱり恥ずかしい。

（やだ。胸、見られちゃう）

　望んだのは自分なのにびくびくして、逃げたくなる。

　柊輔が着ていたジャケットを脱いでそのへんに放った。ベルトも外す。そんな姿も、もちろん初めて見る。柊輔はインナーのＴシャツも脱いでしまった。

（あっ……）

　胸の高鳴りがどんどん激しくなる。細身だけれど程よく筋肉がつき、びしっと引き締まった柊輔の上半身は、つい見とれてしまうほどカッコいい。肌もすごくきれいだ。

　見下ろされ、スカートを捲られ、ストッキングとショーツを同時に引き下げられた。柊輔はどちらかというと真剣な表情。

「あ……」

　思わず身を捩ったけれど、すぐに押さえつけられた。脚を膝で割られる。柊輔は真剣な表情。

「あぁっ……」

　思わず、小さな声が漏れた。

「邪魔……」

　柊輔が小さくつぶやき、今日買ったばかりの超お高いワンピースを乱暴にたくしあげ、わたしに腕を上げさせて、スポンと脱がせてしまった。ついでにブラジャーもはぎとる。

（わ……こんなにいきなり、全てを見られてしまうなんて）

　こうなることはわかってはいたものの、なんだかやはり緊張してきた。

（リラックス、しなきゃ）

「がんばるから」

　柊輔がつぶやいた。このつぶやきは、役柄になり切ったものか、本人のものか、判別しづらい。わたしは役柄と受け取った。久しぶりだから、がんばる……という意味。

「うれしい。好き……」

　自分のセリフが正しいのかいまいちわからないけれど、とりあえずつぶやくと、これはＯＫの意味に決まっているからか柊輔の手がわたしの乳房に触れた。

　身体のわりに大きいと言われる胸。柊輔にはどう見えているのだろう。少しでもセクシーに見えていればいいのだが。

　乳房を揉みあげられる。

「可愛い。ずっと触りたかった……」

　優しい、甘い声。

　これもまぁ、半年間我慢していた、という意味なんだろうか。

　触れられた瞬間からゾクゾクしていて、すでに乳首が固くとがっているのがわかる。その先っぽに柊輔が優しく口づけをした。

「あ……」

　キュン、とお腹の奥がひくつく。出口に向かって大量の蜜が降りてきているのがわかる。だんだん何も考えられなくなっていく。

　胸の先に、ぬめぬめとした柔らかい柊輔の舌を感じる。その舌はコリコリと乳首の先を嬲った。

「あんっ……」

　気持ちよさに仰け反って、身を捩る。

「やっ……あ、あぁぁ」

　柊輔が与えてくれる刺激がさらに強くなる。舐めるだけでなく吸い上げられ、それは両方の胸に行われた。

「可愛い声だね。もっと聞かせてよ……」

　両ひざに手が入れられ、持ち上げられる。

「やぁっ」

　脚が大きく開く。秘所が、柊輔の目の前にさらされる。それだけではない。

（は、恥ずかしいっ）

　ふうっ、とそこに息を吐きかけられた。

「あぁっ！」

　恥ずかしさと期待で、体の奥がきゅうっとした。キスでスイッチが入ってしまったわたしの体。それなのに──。

「あ、あ、それヤダぁ！」

　悲鳴を上げる。びちゃ、と音がして柊輔がわたしのそこに口づけし、舐めたから。

（シャワーも浴びてないのに！）

「あ、あ、あぁぁ」

　思わず声が出て、脚に力も入ってしまう。すると。

「力、抜いて。可愛いよ、すっごく可愛い。大好きだから……舐めさせて」

　言葉は優しいのに、抵抗できない力でぐいっと開かれた。

　ぬちゅ。くちゅ。びちゃ。粘ついた水音。蜜口の周りの、花びらや粘膜を丹念に舐められる。大事なものを慈しむ感じで……。尖らせた舌を蜜壺にそっと差し入れてきて、体の奥から降りてきている蜜を、舐めとっている。

「いっぱい出てるね。うれしい。美琴の蜜、甘くて美味しいよ……」

　声がいつもと違う。ちょっと掠れたような響き。

「ん……ふ……」

　感覚がすべて舐められている箇所に集中してしまう。息が上がってしまう。

「は……ぁ、う」

　指だ。人差し指を柊輔が内部を確認するように差し入れた。

「ちょっと固いね。半年間、抱いていないからかな？」

　セフレがいたのは一年以上前だから、半年どころではないけれど……。オナニーはしていても、セックスがしばらくぶりなのは確かで、体が忘れ始めていたのかもしれない。しかしこれは設定の話だ。

　どうせ柊輔とつきあえるわけじゃないから、と思っていい加減な男女関係を繰り返していたけれど、まさかこんなことになるなんて。

（もし柊輔に抱いてもらえるってわかっていたら、きっと処女を守っていたのに。あ、でもそんなの、この場合、柊輔はうれしくないのか……慣れていて、やりやすいほうがいいよね）

　ちょっとしゅんとしながら、曖昧にうなずく。

（なんでもいいや。だって今、現実に抱いてもらえているんだもん）

　その喜びに集中しよう。

「じゃ、もっと濡らしてあげないとね。ここは……どんな感じなの？」

　ちゅっ、と花芯に吸い付かれた。

「ひぁっ！」

　刺激が強すぎて、体がビクンと痙攣する。

「お。反応がいいね。ここ、気持ちいいんだね？」

　反応するとわかったからか、柊輔は舌で花芯の両サイドを丹念に舐めあげ、次に唇に含んで吸い上げ、そのまま先で花芯を嬲った。

　こんなの、我慢できるわけがない。

「あっあっ、あぁぁぁっ」

　強い刺激と快感に、体がバタついてしまう。それを抑え込みながら、柊輔はさらに続けている。やめてくれる感じはない。

「いっ、いやぁっ、ひっ、あ、あぁぁぁぁ」

「クリが膨らんできたよ……どうする？　このまま少し、焦らされたい？」

　意地悪な言葉。返事なんかできない。

「いや……あ、あぁ、も、もぉ……だめぇ」

　弄られ、じわじわと、どんどん熱くなっていくわたしの体。花芯の快楽で、体の奥に信号が送られる。大量の蜜と一緒に子宮も降りてくる。熱く膨らみながら。

　蜜口も、膣壁も、奥も。どんどん熱っぽくなっていく。

（こんなの、初めて……）

　セフレとの適当なセックスにこんな熱さは感じなかった。ぜんぜん違うのだ。好きな人とするセックスというのは。気持ちも体も同時に熱くなっていく。初めて知った。

　でも、それは今、言えない。そういう設定じゃないから……

「あっ、ふ、ふぁぁっ。あ、だめっ、あ、もう、あぁぁ……」

　花芯を責められながら、さらに指が二本に増えている。内側をほぐしている感じ。さっきよりも水音が大きい。蜜が増えているから……。

「すっごい、濡れてる……」

「もう、やめて、だって、だって」

　真っ白になっていく思考に縋りつきながら、柊輔に話しかけた。

「だって、どうしたの？」

「だって、イっちゃうぅぅぅ」

「だめ。もうちょっと我慢しようか」

　柊輔が少し笑いながら言う。

「もう、無理い……」

「マジで？　じゃあ、とりあえずイっておきますか」

　膣壁の中。恥骨のちょっと上側。柊輔はわたしが感じる箇所をすでに押さえていたみたいで……そこを押し上げながらジュッ、と花芯を吸い上げた。

「……くっ、あぁぁぁぁぁっ！」

　ぎゅうっと奥まで引き絞られ、弾けた。ひくひくと花芯付近から奥まで痙攣する。奥からは蜜が溢れ、全身は汗でびっしょり。

「いっぱいイけたね。良かった。美琴、すっごく可愛い……」

　柊輔の声が、蕩けそうに甘い。

（わたしだけイッちゃった……。こんなつもりじゃなかった気がするんだけど……）

　視点が定まらない。ぼんやりしてしまう。額にキスされた。そして。

「あ……」

　抱き上げられた。お姫様抱っこ。

「じゃ、ベッドに移動しますか。俺の──奥さん、でいいんだよね」

（お、お、奥さん？）

　奥さんなんて言葉、自分には似合わないと思っていた。それなのに、そう言われて微笑まれて、ドキドキが頂点に達してしまった。今死んでも後悔はないくらいの歓喜。

（わたしったらどうしちゃったの。絶対にいつものわたしじゃない）

　あまりのうれしさに、返事もできない。ただひたすら柊輔を見つめていると、柊輔も愛しそうに見つめ返してくれた。

　柊輔に抱き上げられて向かったのは、リビングの奥のドアを開けた先。そこに、ベッドがあった。

　かなり大きいベッド。キングサイズだと思う。グレージュっぽい色合いでまとめられたリネン類は、ピシッと整えられてとても清潔感がある。

（プロの仕事だな）

　一目見てわかった。

　わたしの会社は主に小田急線沿いの家庭が主戦場なので柊輔に頼まれたことはないけれど……。夫婦共働きが増えた現在、気分よく生活するために家事をアウトソーシングするのはとても合理的な選択だ。その分、別のことをすればいい。

　ベッドを見てちょっと緊張が走った。それをごまかすために、ぎゅ、と柊輔に抱きついてみた。

　そっと降ろされ、すぐに圧し掛かられ、額や頬に何度もキスされた。そして唇を塞ぐみたいに、しっかりとキス。

（大好きな彼女には……柊輔はいつも、こんな風にしていたの？）

　想像するとちょっと切ない。でも、考えても仕方ない。

　唇の合わせ目をなぞるように開かれる。入り込んで来る舌を迎え入れて、こちらからも絡める。

　太腿や脚の付け根に、柊輔の熱く昂っている固いモノが当たる。

　わたしは全裸で、柊輔は上半身裸だったけれど、いったん体を起こしパンツやボクサーショーツやソックスを脱ぎ捨ててしまった。わたしもなんとなく体を起こす。

（あっ……）

　初めて目にする柊輔のモノは、すでにガチガチで大きくなっていて──こんな大きいの入るかな？　と少し怖くなった。柊輔は避妊具をつけた。

「あーヤバい……」

　柊輔がつぶやく。

「どうしたの？」

「興奮しすぎてる、俺……」

　設定のセリフなのか本当にそうなのか、全く判別がつかない。実際に、すごく臨戦態勢だし……。興奮しているのは本当には違いないけど。

「わたしも……」

　そうつぶやくと、ぎゅっと抱きしめられて、倒された。

　両膝を広げられ、濡れた窪みを確かめるように柊輔の指先が彷徨う。すぐに熱く硬いモノが入り口にあてがわれる。

　ぐうっ、と先端が蜜口に押し込まれた。大きいので、膣壁が圧迫される。つい喘いでしまう。

「あ、あ、あぁ」

　さらに押し入れられ、浅い部分で少し抜き差し……。じゅぶじゅぶと音がする。

「柊輔……」

　思わず名前を呼ぶと、キスされた。そして。

「うれしいよ。愛してる……」

　その言葉と共に、ズン、と最奥まで打ち込まれた。

（えっそんなこと言っていいの。これも演技なの？）

　自分から言い出したことなのに、切ない。『愛してる』はやっぱり、本気で言って欲しい言葉だから。けれど、体はもうそれどころじゃなくて。

「あぁぁぁっ……」

　柊輔のモノが入ってきたことによってさらに蜜が増え、太腿までびしょびしょに。お腹の奥が熱をもったみたいに熱い。そこからいろんな蜜や快楽が降りてきて。

　そのまま出し入れされ、何度も何度も打ち込まれた。

（あ……そこ、ダメ、やばい）

　奥に変な感覚があって、それはバイブレーターでは届かなかった場所で……。自分では弄ろうとは思わなかった。でも、そこが感じる。

　初めての感覚で、怖かった。

　ただでさえ気持ちよくなりすぎるのが怖くて。それはたぶん本能的なもので、腰をちょっと引いてしまった。でも引き戻されて、さらに打たれてしまう。

「ん……ふ……は、あぁぁ」

　肉棒に擦りあげられるたび、内壁がヒクヒクする。きっとすごく赤くなってる。熱い。

「や……も、もう……だめぇ……」

　喘ぎながらつぶやくたび、愛しそうに髪や頬を撫でられる。こんなことされたら、すごく愛されているようなバグが頭の中で起こってしまう。

　熱い塊が、何度も何度も、奥を連打する。こんなの、耐えられるわけがない。

　体中が熱く燃え上がる。柊輔のモノによって与えられる、甘い快楽に押し流されてしまう。

「あ、そこ、そこはだめぇっ……」

　奥の、子宮の入り口の、ちょっと手前。自分の指は絶対に届かないところ……がずっと疼いてる。じゅぶじゅぶしてて、柔らかくなって、もっと打ちつけて欲しいっていってる。奥がもっと気持ちいいんだよって、体が言ってる……。でもこわい。

「あ、ここか」

　柊輔がつぶやいた。角度を工夫して、そこに当たるように……。執拗にそこだけを疲れると、肉壁がぎゅっぎゅっと軽く痙攣し始めた。打たれるたびに快感がさらに奥へと走る。

「ひっ、あ、あぁぁ、いやぁっ、そこ、そこだけ、打たないでぇっ……ひぁっ、うっ、もぉ、許してぇっ……」

　体は連動しているから、花芯や恥骨の裏側までひくひくと熱くなっている。脚をバタつかせ、柊輔を押し戻して逃げようとするのだけど、逃げられない。

「あっあっ……助けてぇっ……」

　背を反らせ、強く目を閉じる。口の端から涎が零れる。涙もちょっと出てきた。身体の中の水分がすべて出てしまうみたい。

「あ、あ、あぁぁぁ」

「あ……ヤバい……俺ももう、ダメ、かも……」

　柊輔がそう言い、動きが激しくなった。容赦のない突き上げ方。柊輔ももう、余裕がないってわかる。身体がぶつかり合い、男だからどこもかしこも硬い、と思う。

「んぁっ、あ、は、はぁぁっ、も、もうっ……」

　快感が体の奥で暴発した。頭の後ろが重くなり、目の中が白くなる。

「美琴、美琴、俺も、イクっ……」

　柊輔の、射精直前の切ない声を聞きながら、意識は暗闇の中へと途切れていった。







四・二回目はマニアック！








「あのーすみません、美琴さん」

　声がしたほうを見ると、わたしのデスクのすぐそばで小林さんが立っていた。困っているような表情。

「あの……何度も呼んでしまってすみません」

　わたしはまばたきしてしまった。意味がわからなくて。

「え？　そうだったの？」

　ぜんぜん、聞こえなかった。完全にボーっとしていた。

　最近、こういうことがよくある。小林さんが少し困っている、というか、この人いったいどうしたんだろうと思っている雰囲気。

　用事は新しいパートさんの面接の件で、すぐに済んだ。

（さて、仕事仕事。制服のデザインも発注しなきゃだし……）

　やることはたくさんある。仕事の規模が大きくなってきたので、制服を作る案を練っているし、業者の選定も進めている。個人宅だけでなく法人への営業もしている。スタッフ募集はその一環で、人を増やしている最中だ。

　そう思いながらも、最近どうしても仕事に身が入らないというか、他のことが忙しすぎることもあって、

（これはもう、逆に早く結婚して落ち着かないと、仕事もできないってことかもしれない）

　と思うまでに、追い詰められている。

　柊輔が都内の結婚式場を予約してくれた。なんと二週間後だ。二週間後！　全く実感がないけれど、どうやら本当に結婚するらしい。

　そして、両家の顔合わせが一昨日。わたしの両親もなんとか経済を立て直し、今は静かに暮らしており、今回の結婚に関しては急なことに驚きつつ、相手が柊輔とのことで、勝手に長い付き合いなんだと勘違いしてくれている。

　病気のお祖母様のために早く結婚式を挙げる！　というのが今一番大事なミッションで、その準備に大わらわすぎて、他のことなんかやっている余裕がない。おまけに。

（そりゃボーっともするよね。だって今日、デートなんだもん……）

　小林さんに不審に思われてもしょうがない。申し訳ないけれど、わたしは朝からずーっと、柊輔のことばかり考えている。

　一昨日は両家の顔合わせだったからもちろん柊輔とも会ったけれど、いわゆるデート──二人きりで会うのは、二回目だ。

（だってあれから、会って無いんだもの）

　あの日。深夜、夢から醒めたような感じで目を覚ました。で、タクシーを呼んで、帰ってきた。

　柊輔はというと、かなり寝ぼけていたようで、朝になってから『なんで帰ったの？』と連絡が入った。そのときは、わたしが家でぐっすり眠っていて起きなかったのだが……。

　なんというか。良すぎて帰ってきた、という感じ。セックスが。それと、いつまであの設定を続けるのかわからなくなり、いったん帰ろう、という気持ちになった。

　それからの連絡は普通に戻っていた。当たり前だけど、シチュエーションプレイはデートのときだけなのだ。

　まずは結婚式の場所、日程のことなどを相談。急なことなのでかなり人数を絞って、身内もほぼ両親のみくらいの地味婚になる予定だ。

　そして結婚式の日はお祖母様と過ごすために、緩和ケア病棟のスタッフさんたちががんばってくれることになったという。

　結婚式は教会で挙げるけれど、そのあとすぐにお祖母様のところに向かう。

（どうしよう。ドキドキする。絶対に引いちゃったと思うんだけど……大丈夫なのかな）

　再び、デートのことで頭がいっぱいに。

　今日のデートも、もちろんシチュエーションプレイの予定だ。

　この間は、柊輔の提案で『遠距離恋愛のカップル』ってことにしたので、今回はわたしから提案した。その名も『ヤンデレ＆ストーカー』。

　昨夜、メッセージアプリで内容を送ったら、即電話が来た。

『あの……これ、本気なの？　っていうか、これでいいの？』

『いいの』

『でもさ……美琴これ、こんなことされたら、怖くない？』

『怖くない。だって柊輔とするんだもん。あ、あと今回はやたらと豪華だったり、お金使うようなデートはナシね』

　提案したのは昨夜だけれど、わたしとしては、これは考え抜いた末の提案だ。

　この間のセックスは、確かに良かった。そりゃもう、めちゃくちゃ気持ちよかった。でも、最中はずっとなんだか、アンビバレンツな気持ちに苛まれていた。

『久しぶりに会った遠距離恋愛のカップル』という設定は、まあ、いい。でも、デート内容がすごすぎた。

　どう考えても散財させすぎている。服の代金は払いたかったけれど、全く受け取ってもらえなかったし……。その後のセックスも、なんだか、かなり愛されてる彼女、って感じで、かえってなんだか居心地が悪すぎた。

　でもじゃあ、愛されていない彼女なんて役もやりたくはないわけで、そう思ったときに考えついたのが、

『ヤンデレな彼に攫われる、とかやってみたい！　現実だったら困るけど、ごっこなら楽しそう』

　なのだった。

　その後、柊輔と相談して、街中でいきなり攫うとか無理、通報されるかもしれないだろ……と説得もあって、ちょっとヤンデレな彼が浮気者の彼女にお仕置きをする、そんな話に落ち着いたのだけれど……。

　というわけで、今夜はデートなのだった。




　夕方になり。この間買ってもらったワンピースを着て向かった。

　銀座のレストランが指定されていて、そこで待ち合わせた。

　到着してみると、ビルの地下にあるお店で、少し古びていて小さいけれど、品のいい洋食屋さんだった。

（ここ、どこかで……）

　ふとそう思ったけれど、思い出せない。

　店に入ると、奥のテーブルに柊輔が座っている。今日の俊介はダークネイビーのスーツ姿。

　ちらり、とこちらを確認したけれど、すぐに目を反らして俯いた。

（ん？　もしかしてもうプレイが始まってる？）

　この間も、その日会った瞬間からそうしようという約束だったから、今回もたぶんそうなのだ。

　静かに、向かい側に座った。

「お待たせ」

　浮気者の彼女なのだから、少し軽い感じがいいのかなと、さらっとインしてみる。

「やっと来たな。遅いよ。もう一時間も待った」

　ちなみに、待ち合わせ時間ちょうどに来ている。柊輔の言葉で、もうプレイに入っていることを確信した。

「ごめんなさい……」

「まあ、いいけど。これ、メニュー。何にする？」

　わたしをまっすぐ見つめる目。まるで何かを確かめるみたいに。

　渡されたメニューに目を落とす。いかにも昔ながらの洋食屋、という感じのラインナップにうれしくなった。

「やっぱり、ハンバーグかなぁ」

　わたしがつぶやくと、

「ハンバーグ、何種類かあるよ。どれにする？」

「うーん。これかなぁ、目玉焼きが乗ってるやつ」

　そう言うと、柊輔はわたしからメニューを受け取って、お店の人を呼んで注文してくれた。柊輔はミックスフライ定食だった。一緒に、ビールをふたつ。

　運ばれてきた食事を食べ始める。一口食べて、

「美味しい」

　なんだかしみじみした。昔ながらの、優しい味。でも……。なんだか気になることがある。

「ハンバーグ、美味しそうだね」

　柊輔の言葉に、

「フライも美味しそう」

　そう返すと、じゃあひとつあげようか、と言われた。

（あ）

　それで思い出した。

「ここ……このお店」

　柊輔が探るような表情でこちらを見ている。

「もしかして、前に来たことがあるかなぁ」

　店の雰囲気、このハンバーグの味、そして……フライの話。全く同じ会話を、たぶん前もしている。かなり前だけど。たぶん大学生のときだ。あのとき、フライをひとつ貰って食べて、わたしもハンバーグを切ってあげたんだった。

「俺と前に来たことがある店を覚えていないなんて、本当にひどいな、美琴は」

「ごめんね……」

　今はプレイの最中だから素に戻らないようにしなくちゃいけない、と思うのだけど、なかなか上手く表情が作れない。ただ、困ったような顔くらいしかできない。

「それだけじゃない。今日は尋ねたいことがあるんだ」

「わたしは何も……隠し事なんて……」

　ちょっと会話が先走ってしまったような気がする。柊輔はとっさに返事ができなくて、

「そうだ。きっと美琴は隠し事をしてるんだ。後でゆっくり聞くからな」

　と慌てて話を合わせた。

　シチュエーションプレイって、やっぱりけっこう難しい。台本も無いし。でもそこが、面白いのかも。




　レストランから柊輔の部屋までは歩いて十分もかからないくらいだった。途中から手を握られて、ドキドキしながら歩いた。

　そして到着すると。

「ちゃんと話せ」

　マンションのドアが閉まった瞬間に、突然壁に背中を押しつけられた。動きを柊輔の長い腕に封じられて、動けない。

（え？　今、始まった？）

　戸惑いながらも、

「え、なんのこと」

　とりあえずしらばっくれてみた。なんだかそのほうがいいような気がして。

「俺は見たんだ」

　真剣な目。プレイとわかっていても、ちょっと怖くなる。

「見たって、何を」

「美琴が男と車に乗ってるところだよ。新宿で」

「そ、そんなの……きっと柊輔の見間違いだよ」

「それだけじゃないぞ。だって美琴は……俺に内緒で、知らない男と会ったりしてたんだからな。それに俺と行った店を覚えていないなんて、俺は美琴と行った店はぜんぶ覚えているのに」

　浮気、という大ごとと、行った店を覚えていない……みたいな話が同居してしまうのがなんだか変。変だけど……きっと柊輔のほうでも、どう展開したらいいか迷っているのかも。

「ご、ごめんなさい……」

　やっぱり、本当のことを言われると謝ってしまう。でも、

（わたしと行ったお店を全部覚えているなんて、そんなの嘘でしょう？）

　わたしは柊輔のことがずっと好きだけど、さすがにこれまで一緒に行ったところをすべては覚えているかどうかは自信がない。

「許さない。絶対に許さない。美琴は俺の女なんだ」

　見つめられて、ぞくりとした。だって怖い顔をしていたのだもの。嘘だとわかっていても、胸の奥が縮んだ。だってこれまで一度たりとも、柊輔に怒られたことなんてないんだから。

「ごめんなさい。でもわたし本当に、浮気なんてしていない」

　そう言うと、やおら唇を奪われた。

「ん……ふ、う……」

　自然に開いてしまった口に舌が滑り込んで来る。歯茎を舐められ、舌の根元を探られ。唾液の絡まり合う水音が玄関内に響いた。

「ん……あ……っ」

　唇も舌もただひたすら、自由にされている。次第にぼうっとしてきた。

　押し返そうとすると、逆に手首を掴まれて押し付けられた。激しいキスが続いた。

「美琴は俺のものだ。俺だけの……それを今日はわからせてやる」

　ワンピースの襟のボタンを外され、水色のレースのブラジャーが露わになる。乳房を強めに掴まれ、次にスカートがお腹のあたりまでまくり上げられた。少しタイト目のラインだから、落ちてこずお腹のあたりで止まっている。ストッキングに指先がかかったかと思うと、引き下ろされると共に、ビリビリと破られた。

「あっ……」

　思わず身を捩ったけれど、柊輔の腕から逃れられるはずもなくて、両脚の間を膝で開かれて、片足を持ち上げられた。

「あ、あ、いやっ」

　玄関で壁に背を当て、片足を持ち上げられ不安定な状態で、ぐっ、と柊輔の腰を押しつけられた。

（すっごく、固くなってる……）

　柊輔が興奮している。わたしも息が上がってきた。

（やだ。思い出しちゃう……）

　この間、いっぱいいっぱい、入れられたこと。思い出しただけで、我慢できなくなる……。

「本当のことを言え」

　腰を押しつけながら、柊輔が言う。

「言わないなら、体に聞く」

　足を下され、ホッとするとすぐにふわっと抱き上げられ、そのまま寝室に運ばれた。




「いやっ……」

「だって、美琴が本当のことを言わないんだからな。もうお仕置きするしかない」

　ベッドの上で、ワンピースだけ脱がされ、ブラジャーとショーツとキャミソールの下着姿で、手錠で拘束されている。両手を上に上げられて、手錠には革ひものようなものがついており、ベッドのどこかに括りつけてあるらしく、暴れてもぜんぜん外れない。

　柊輔も、わたしを拘束してから服を脱いでしまい、ボクサーショーツだけの姿だ。

「美琴が可愛すぎて心配なんだよ、俺は……。俺だけのものにしておくには、どうしたらいいのかな。他の男とは二度とできない、ってくらい気持ちいいセックスをしたら、浮気なんかできなくなるのかな？」

　次にブラジャーとキャミソール越しに胸を揉まれた。

「中はどうなってるかな？」

　逃げられないものを弄ぶのは、きっと楽しいのだろう。ブラジャーの中に指を入れ、乳首を掠めるように撫でる。

「あっ……」

「すご。もうカチカチになってるよ、美琴。いやらしい体なんだね。これじゃ浮気したくなっても仕方ないかな」

　ブラジャーはホックを外され、キャミソールと共にたくしあげられた。胸が露わになる。

「可愛い……きれいな胸だ」

　柊輔が覆いかぶさってきて、乳輪をなぞるように舌で愛撫しつつ、乳首を咥えて舐めた。

「あっ……あ、あ……」

「今日はいっぱい、気持ちよくしてあげるからね。……こういうものは、見たことあるかな？」

　柊輔が取り出したのは、ピンクローターだった。

（知ってるけど……）

「えっ……それ」

「とりあえず、入れちゃおうか」

「あっ……や……」

　ショーツの中にピンクローターが入れられ、蜜壺の中へと埋められた。すぐにスイッチが入れられ、振動が響いてくる。

「あぁぁっ、んっ、やぁっ」

　思わず声が出てしまう。ピンクローターを使ったことがないわけではないけれど、こうやって誰かに使われたことはない。一人でするのとは全然違って、加減ができないから、強い刺激に見悶えた。

　ときどき花芯に振動が触れるのがもどかしく、喘ぎながら身を捩った。

「ん……っ、ふ、う……」

「上も同時に責めてあげるよ」

　両脚の間に柊輔の体がある状態だからいくら身を捩っても快楽から逃げることはできない。柊輔は乳首を丁寧にしゃぶり始めた。左胸の次は右胸を。吸い上げられ、甘く咬まれ。時折ローターの位置を直されるたびに、腰が跳ねあがった。

「ん……く、くぅっ、……あ、あぁぁぁ、や……あ、いやぁっ……」

　自由にならない体を弄ばれ、次第にどんどん敏感になっていく。

　ぬぽ、とローターが抜かれた。

「すごい。いっぱい、でてきたよ。ぬるぬるの蜜。まるでおしっこを漏らしたみたいだ」

「ごめ……んなさい……シーツを汚してしまって」

「そうだな。ますます、お仕置きしなきゃだな。美琴は、浮気したくらいだから俺のことなんか好きじゃないんだろう？　でも俺は美琴のことが好きで好きで、こうやってずっと閉じ込めておきたいくらい好きだから……これから俺のモノで犯してあげるね。でも、その前に……」

　柊輔が切なげな眼で見つめてくる。

（なんでそんな顔、するの……？　わたしのこと、友達としか思ってないのに。本当は、反対なのに。わたしのほうが、柊輔を好きでたまらないのに。でも……わたしがしたかったのはたぶん、こういうこと……こういうプレイ）

　脚の付け根に柊輔の指が触れる。ぬちゅぬちゅと粘着質な音を立てられ、どれだけ潤っているかがわかった。そのまま、蜜で濡れた指先で花芯の周りをそっと撫でる。さっきはローターで、触れるか触れないかのところでずっと焦らされていたから、すぐに息があがってきた。

「あ……あんっ……」

　指先でくるくると焦らすように花芯を弄られ、わたしは自由にならない体を波打たせた。さらに指は蜜をまといながら蜜壺の中に入り込んで来て、恥骨の裏側あたりのすこしざらついたところを押すように刺激した。

「あっ、あ、あ、あああんっ！」

　ビクン、と軽く痙攣する。そんなわたしの秘部に、柊輔が顔を寄せてきた。

「あっ、いやぁ……恥ずかしい」

　全く抵抗できない状態で、柊輔の舌が花びらを舐めとりはじめた。

「美味しいよ。すっごく、甘い。俺だけの、美琴……何度だってイかせてあげる」

「だ、だめぇ……。ふ、う、く、くぅぅぅっ」

　花芯の周りを舌が這いまわり、そして……舌先で、くすぐられた。

「んっ！」

　下腹部までぎゅっと締め付けられるような快感が走り、体が引き絞られる感覚に、

「んっ、あっ、あああっ、だめぇ──っ」

　さっきよりもさらに強い快感に、なぜか涙が滲んだ。

「うわっ……蜜が噴出してきたよ」

　感じるとなぜ、体中から水が出てしまうのだろう。考えてみれば不思議だ。

　荒い息を吐いていると、柊輔が屹立したモノに避妊具をつけ、わたしの膝を持ち上げながら左右に大きく開いた。

（あ……入れられちゃう）

　こんなになってしまった女は、何をされても仕方ない。そんな恥ずかしさと、寄る辺なさがこみ上げるのだけど、それがどこか甘い。

　くぷ、と音を立て、先端が蜜壺におさまり、そのまま隘路を押し広げるように進んでくる。

「あんっ……」

　ぎゅうっと、爪先を閉じる。お腹の奥が熱くなり、呼吸が早くなってくる。

　抜き差しするたびに、じゅぶじゅぶと蜜が噴出しているのがわかる。恥骨の上側を軽く擦るように角度を変え、何度も打ち付けられると、触られてもいない花芯まで連動してビリビリとした快感が全身を走った。

「これだとやりにくいな」

　そう言いながら、いったんわたしから離れ、柊輔が手錠を外してくれた。

「ちょっと赤くなってるじゃん、かわいそうに……」

「大丈夫……」

　一瞬、見つめ合った。

　ベッドの真ん中で。再び、柊輔が入ってきた。背後から片手を回され、肩を押さえられる。そのままぐっと最奥まで……。続けて連打された。

「んっ……。んんっ……、くぅっ、くはぁっ」

　最奥を何度もノックされ、そのあたりにある、押してはいけない快楽のツボを押されることで、ぎゅっぎゅっと何度も奥が締まり……。

（も……覚えられちゃってる）

　この間のとき、たぶん、柊輔はわたしの啼きどころを知ってしまったのだ。そうでなければこんなに効率よくわたしを責めることなんかできないはず。

　まだけして激しくはない。相対する女の体を良く知った律動。ゆるやかな快楽の波がひたひたと押し寄せてくる。

「あんっ、あっ、んっ、んうっ、は、はぁっ……」

　無意識のうちに腰が上がってしまう。もっと、もっと、とねだるみたいに……。

「美琴は、俺だけのものだからな」

　少し上気した目で見つめられると、嘘でも演技もうれしい。

「はい……」

　頷くと、

「やばい……可愛い……」

　柊輔がつぶやいた。

　ぎゅうっと、さらに密着させるように腰を突き出す。腕で、わたしの腰を持ち上げるようにして、逃げないようにして。

「うっ……」

　呻いた。最奥の、さらに奥があるような気がしてくる。柊輔のモノで子宮を押される、そんな圧迫感を感じる。

　すると、自動的にわたしの穴がぎゅっと収縮した。モノがあり閉じられないので、その収縮は何度も繰り返された。

「あ、あ、あっあっ」

　快感が途切れず、足の指がピンと伸びた。

「締めすぎ……」

　柊輔がつぶやく。でも、がまんできなくて、肉壁がきゅうきゅうとわなないてしまう。

「だって……こんな……もう、むりぃ……」

　気持ちよさに変になってしまい、上手く話せない。

　再び肉棒が抜き差しされ、ねばついた水音が室内に響く。もう、肉壁も蜜口も、どこもかしこもとろとろにとろけてしまっている。性的に支配される悦びに、体の奥がずっと震えている。

　柊輔も汗ばんでいて、呼吸が少し荒い。何度も突きあげられ、意識まで溶けそう。

　律動が早まってきて、パンパンと肉と肉がぶつかり合う音が響き、蜜だけでなく汗で体中が濡れる。

「イキそうだ……。う、う……」

　柊輔の切なげな声。

「ひぁ、あ、あぁぁっ、んふぅっ、くぅっ、んっ、は、あ、くぅっ……」

　気持ちよすぎて、何がなんだかわからない。

　柊輔の腰遣いが、さらにいやらしく、激しくなってきた。

「ああっ、も、もうだめぇっ──」

　背筋を反らせた。最奥が波打ち、じゅぼっと蜜が溢れる。ビリビリとした刺激が花芯、膣奥、背筋を走り──ビクンビクンと奥まで快感が走る。達したあともひくつきが収まらない……。

「俺も……っ」

　痙攣している膣壁に挟まれながら、最奥に向けて精が吐き出される。温かい──。全身から力が抜けた。

　柊輔も同じだったようで、わたしたちはしばらくの間そのまま何もできず、静かに抱き合っていた。




　あのまま少し眠り、ふと夜半に目を覚ました。

　先日は気が動転していたので帰ってしまったけれど、今日は普通にお泊り。柊輔の隣で眠るなんて、なんだかとても不思議な感じ。長いつきあいでも、これは初めてのことだから。

　柊輔は寝息をたてている。かなり深く眠っている。

　主人が眠っている部屋はなんだか、この間とも、さっきとも、違う雰囲気。窓の外から青い光が入ってきている。どこかのビルの明かりだと思うけれど、きれいだ。

　トイレに行きたくなり、わたしはバスタオルを体に巻いて立ち上がった。リビングを玄関方向に向かって出ると廊下で、右側にある。

　その奥にも部屋があり、この間は入らなかったから気になっていた。トイレを終えて廊下に出ると、ドアが半開きだったので、つい好奇心から入ってしまった。

（書斎……かな？）

　クローゼットのついた四畳半くらいの小さな部屋で、デスクと、本棚。

　デスクの上には、ノートパソコンとペントレーが置いてある。

　ペントレーは木製の高級感のあるもので、その上にはボールペンがひとつ、あった。

（ん？　これ、確か……）

　お互い社会人になってすぐの頃、わたしが旅行先から買って来たものだ。日本のメーカー品で、高品質で品のいいデザインで、もちろん替え芯も入れられる。ふと見かけていいなと思って、柊輔にプレゼントしたのだ。

（まだ、持っててくれたんだ）

　捨てるようなものでもないから、置いていてくれたのだろうけれど、うれしかった。

　わたしは寝室に戻ると柊輔の隣に滑り込み、そのまま朝まで眠った。




「早起きだね」

　寝室からリビングに出ると、奥のキッチンから声をかけられた。

　わたしは仕事なので早起きだったけれど、土曜日なので柊輔は休日のはず。それなのになぜかわたしより早く起きていてびっくりした。

「寝ていていいのに」

「そんなわけにはいかないよ。それより今日、仕事だろ？　早くシャワー浴びないと」

　柊輔の言う通りなので、シャワーを浴びて支度をする。

　お泊りの予定だったからちゃんと着替えもメイク品も持ってきてある。

　今日は客先に出る予定はないので普段着に近い服に、昨夜よりもずいぶん、メイクも薄めだ。

「え、すごい。こんなに作ってくれたの？　っていうか意外と料理もできたんだね」

「大したものはできないよ。こんなの、挟んだだけだよ」

　柊輔が用意してくれていたのは、ハードタイプのパンのサンドイッチ。

　席につき、向かい合って食べ始めた。

　ひと口食べて、驚いた。

（わ、美味しい！）

　挟んだだけ……といえばそうかもしれないけれど、レタスもキュウリもシャキシャキしていて、ハムやチーズの味がすごくいい。

　おまけに卵まで焼いてあるし、トマトのスープもあるし、コーヒーまで淹れてくれてる。

「朝からこんなぜいたくなごはん、食べたことないよ」

「普段は何を食べてるの？」

「うーん、グラノーラかなぁ」

「あ、でも俺も普段はヨーグルトだけ、とかよくある」

（じゃ、今日はがんばってくれたってことかな）

　その気持ちがうれしくて、ついにこにこしてしまう。

　夜は激しかったけれど……朝はなんだか普通の雰囲気に、自然に移行してる。

（これからもこんな感じ？）

　別にいちゃいちゃ、べたべたはしていない。お互い、体には触れていない。ただ、なんか……体の隅々まですでに知っている、という感じが持続してる。そこが前と違う。

「ところでさ」

　サンドイッチを食べ終わり、食後のコーヒーを飲みながら、提案された。

「今度のデートは、今週末になると思うんだけど……俺が設定を決めてもいい？」

「いいよ」

「じゃあね、今度は美琴が俺にラブラブ、って設定がいいなぁ。だってこれまで二回とも、俺のほうが好き度合いが強い感じだったからさ。ダメかな？」

　柊輔は微笑みながら、でもちょっと改まった感じでそう言った。

　わたしは一瞬、返事ができなかった。

　たぶん動きもちょっと止まった。頭の中でぐるぐる考えながらコーヒーをごくりと飲んで、

「あ、そ、そうだったかな。じゃ、そうしようか」

　と、やっと答えた。そう言われてしまうと、断るわけにもいかないから。

（だってそれ、リアルにそうだから、それじゃプレイにならないんですけど……）

　実際に好きなのに、好きな演技をする、ってどういうこと？　わたしは女優さんじゃないから、そんな高度なことはたぶん無理。でも、これは……断れない。断りにくい。

「ありがとう。で、その詳しい設定なんだけど、幼なじみとかじゃダメかなぁ。昔から知り合いってことで、最近つき合い始めた、って感じは」

　たぶん、表情も固まってしまったかもしれない。真顔になっていたと思う。

（だからそれ、そのままなんですけど……そんなの、一番無理な気がするんですけど……）

　気持ちがどんどん塞いできた。

「うん……わ、わかった……。じゃ、そろそろ出なきゃ。行くね」

　気が乗らない感じを悟られたくなくて、そそくさと席を立った。

「週末、楽しみにしてるよ。あ、今夜も電話するからね」

　柊輔はすごくうれしそうだったけど。これじゃますます、断るなんて無理……。







五・それはシャレにならないんですけど








　もう六月で梅雨に入っているから、最近は雨が多い。

　今週はドレスを選びに行ったのだけど、そのときに柊輔が来れないとのことで、お義母さんと柊輔の姪っ子の花はなちゃんが来た。

　柊輔にはお兄さんがいて、すでに結婚していて姪っ子もいると聞いていたけれど、会うのは初めてだった。とても可愛い、四歳の女の子。

「わたしたちまでおしかけちゃってごめんなさいね。今日は長男のお嫁さんにご用事があって、花ちゃんを預けられちゃったものだから、どこかに行けたら楽しいかなぁって」

「大丈夫ですよ！　わたしも子供大好きなので。今日はよろしくね、花ちゃん」

　花ちゃんがにっこり笑った。

　子供好きなのは本当だ。なんだったら、花ちゃんだけを預けてもらっても構わないくらい。

（ま、普通はお義母さんがドレス選びにしゃしゃり出てきたら嫌われるだろうけど、この人、無邪気だからなぁ）

　これで悪気があったらめちゃくちゃ嫌われるタイプだろうけれど、富豪の妻によくいる天使ちゃんだから許す、と思った。実際に、わたしの好み優先！　って感じで、にこにこ見ていてくれたし。

　ドレス選びは意外と順調で、さすがドレス慣れしている富豪の妻・お義母さんの見立てはプロ級だったので、結果としてすごく助かった。

　帰りに、三人でフルーツパーラーに寄ってパフェを食べながらおしゃべりをした。

「お姉ちゃん、とってもきれいだったねえ」

「うん。柊輔おじちゃんのおねえちゃん、めちゃくちゃきれいだった！　花もドレス着たい！」

「花ちゃんも結婚式の日はドレス着ようね！　おばあちゃんと買いに行こうね」

「やったぁー」

　二人の会話を聞きながら、

（柊輔おじちゃんのおねえちゃん、かぁ。そういう風に呼ばれているのね）

　花ちゃんがとても可愛いので、なんだかそんな言葉にしみじみしてしまった。なんていうか、もしかするとわたしってこの人たちと身内になっちゃうの？　とも思った。

　話が急すぎてちゃんと考えていなかった気がする。そういうことを。

（わたしたちの嘘を信じるのは、大人だけじゃなくて、こんな花ちゃんみたいな子供まで、そうなんだ……）

　ご病気のお祖母様だって、そう信じたまま……。というか、そういうことで、この話は進んでいるのだ。

「母も、結婚を本当に楽しみにしているの。なんだか美琴さんのことを急かしてしまったみたいで申し訳ないのだけれど……やはりもう長くないようなのでねえ」

　お義母さんの言葉に、胸が詰まった。

「できたら挙式前にご挨拶に伺いたかったのですけれど……」

「ありがとう。でもそれはちょっと難しいの……病気が重くて、眠っている時間も長いの。でも結婚式の日はなんとしてでも美琴さんに会いたいって、すごくがんばっているから、どうかよろしくお願いしますね」

（いいのかな？　本当に）

　急に不安になってきた。事の重大さに。

　そんなことを考えていたら、お義母さんに話しかけられた。

「でも、今日は柊輔はこれなくて良かったのかもしれないわね。ファーストミートっていって、結婚式まで新郎にはドレスを見せないほうが幸せになれるっていうから」

「そうなんですか？」

「そういう習慣というか、言い伝えがあるみたいね。わたしのときは、そうしたのよ」

　二人はにこにこしている。わたしもなんとなくにこにこ。でも心中は、なんだか、考えることが多くて。

（幸せになるための言い伝え、かぁ。結婚って、結婚式って、そういうことの嵐。わたしたちが本当に愛し合った二人なら、もちろんそのままそれを行うことに何も抵抗はなくて、むしろひとつひとつのことが大事で、楽しいって思えるんだろう。でも……）

　結婚式だって、教会で挙げる。わたしは、神様の前でまで、嘘をつくの？　本当は友達なんです、って。そんなことでいいの？

　なんだか落ち着かない気持ちになった。

「今日は急にご一緒させていただいて、ごめんなさい。花ちゃんもとっても楽しかったみたい。美琴さん、ありがとう」

　二人はフルーツパーラーの前からタクシーに乗り、帰ってしまった。

　わたしは笑顔で手を振り二人を見送って、そのまま少しの間、そこに立っていた。




　柊輔とは毎晩話している。新居も決まった。新宿御苑を見下ろせるきれいなマンションだ。今のわたしの家や事務所にも近い。柊輔の新しい職場は品川なので、ちょっと申し訳ないけれど。

　来月からの契約で、結婚式は来週だから、少しの間別居になる。

（来週、なのか）

　びっくりしてしまう。ここまで、本当にあっという間だった。もう結婚式だなんて……。

　ファーストミート、という習慣を教えてもらった。特にそうしようと思ったわけではないのに、自動的にそうなるだろう。それに、わたしでも知っているジューンブライド。六月の花嫁は幸せになれるというけれど。

（なんだか、幸せになれるゲン担ぎばかりしてるみたい）

　でもそんなことは、そこに実態があればこそ、な気がする……。

　それはそうと、いよいよ週末がやってきた。明日はデートだ。

　軽く食事を済ませ目の前に紅茶の入ったマグカップを置いて、柊輔に電話した。いつもは柊輔と話すことはうれしいのに、今日はすごく気が重い。

「今回の設定は、幼なじみってことだよね。昔から知り合いで、最近つき合い始めたカップル。女の子のほうが、ラブラブな感じで」

「そう。それでどう？」

　シチュエーションプレイをしよう、と持ち掛けたのはわたしだったはずなのに、どうやら柊輔もこのほうがセックスするのにスムーズだ、と思い始めた気がする。

（そもそもわたしとは、してもしなくてもいい、くらいに言ってたんだもんね。結婚するのに……）

　わたしにとっては、柊輔とのセックスはすごくうれしいはずなのに、今回ばかりは気が進まない。

（このパターンは想像していなかったんだよなぁ……）

　わたしのほうがラブラブなんて、そんなの設定にも何にもならない。だってガチなんだから。

「もちろんいいよ。だってこれまでは二回とも、柊輔がラブラブな設定だったもんね。なんだか気を使わせちゃってごめんね」

「あ、それは、そんなことはないよ、俺も楽しかったから。でも……。なんか、こういう設定もいいかなって」

　ここまで言われてしまったら、もうがんばるしかない、と思った。

（もしも柊輔の気が変わっていたら、って思ったけど、そうじゃないみたい。やるしかないんだな。いちおう、準備もしているし……）

　明日は、デートの後はこの部屋に招待しようと思っている。

　その後、待ち合わせの場所を伝えて電話を切り、眠った。




　午後三時。

　代々木八幡の、コーヒーが美味しいと評判のカフェの前で待ち合わせをした。

　柊輔はわたしより早く到着していた。黒パンツにＴシャツ、くすみブルーのカーディガン、スニーカー。久しぶりの、カジュアルな恰好だ。

　普段は京橋、銀座、丸の内あたりをうろついているであろう柊輔は、社会人になってからはあまりこういう恰好をしていないのではないだろうか。なんだか、大学生の頃を思い出してしまう。

　今日は公園を歩いたりするし、ジャケットが必要なお店とかには入らないよ、と伝えておいた。

　わたしも、カジュアル。リネンのゆったりしたワンピースに、モスグリーンのカーディガン。ぺたんこの靴。いつもの、お休みの日の格好。

　これから代々木公園に向かうのだが、わたしにとっては柊輔を遠くから眺めた思い出の場所なのだ。それでなんとなく、ここにしてしまった。

「このへんに来たのは久しぶりだよ」

　柊輔は懐かしそうに周囲を見ながら言う。

「柊輔はそうだよね。わたしは仕事でもよく回るところだから、しょっちゅう来るんだけど」

　わたしの会社は、小田急沿線の富裕層からの依頼が多いため、現在このあたりは主戦場である。

　カフェの前で待ち合わせをしたけれど、中でお茶をするのではなくテイクアウトした。コーヒーとチョコチップクッキーをもらう。それを袋に入れてもらい、代々木公園へと二人で歩き出した。さほど遠くはない。

　到着し、公園の中に入った。

　この辺で仕事はしているけれど、中を散歩するのはわたしも久しぶり。

　休日だけど、今日はイベントもしていないようで、混んではいない。緑の多い、のんびりした雰囲気。

「代々木公園、懐かしいな」

「だよね、きっと」

　普通に思い出の場所だから、ついつい設定が剥がれてしまいそう。無理やり戻す。

「えっと……あそこ。懐かしいね。あのグラウンド。柊輔、中学生のとき、あそこで部活してたでしょ」

　少し離れた場所を指さす。

「あ、ああ」

　あやふやな返事。

　柊輔にしても、ここは中学じゃなくて大学のときの思い出の場所だから、とっさに何を言おうか迷ってしまったのかも。

　だって、柊輔がここで体を動かしていたのは大学のサークルでのときだから。

　サッカーとフットサルのかなり大人数のサークルで、柊輔は代表を務めていた。

　そのサークルは週に二回、必ずここで練習をしていて、わたしは時折、こっそり見に来ていた。その頃、わたしはアルバイトに追われていて、ここで柊輔の姿を眺めるのが、唯一の癒しの時間だったのだ。

「わたし、柊輔をこっそり見に来ていたんだよ。気がつかなかったでしょ」

　そう言うと、

「え、そうなの？　気がつかなかったよ。それは……すごくうれしいな」

　作り笑顔な感じで、無難な受け答え。

　柊輔はたぶん、わたしが話したことが本当だとは思っていない。

　だって、わたしがどれだけ柊輔を好きなのか、全くわかってないんだから。

（もしバレたら、めちゃくちゃ重い女って思われそう。友達失格ってことで、結婚話も流れるよね……）

　しんどい。好きじゃないふりを続けるのは。本当に友達のままならともかく、こういう風になってしまうと、やっぱり。

　なんだかやっと、自分の気持ちに名前をつけられた。わたしは、しんどかったのだ。最近、ずっと。

　わたしがもっとクールだったら。頭が良かったら。きっとこんな風にはなっていない。こんなことでは悩まない。

　それはそれ、これはこれ、と自分の感情を片付けて、『友達として』柊輔と結婚し、シチュエーションプレイをしながらセックスを楽しむことができるだろう。

　仕事では、これでもわりと割り切れるタイプだと思う。でも私生活では……やっぱり無理なのかも。

（わたし、そろそろ限界なのかな……）

　シチュエーションプレイは、非現実的な設定だから成り立つのだ。自分のリアルとリンクしていたら、それが破綻してしまう。

　わたしが黙ってしまったので、柊輔がこちらを伺っている感じ。

（もしかして今、柊輔を困らせてる？　そりゃ、そうか。もっとわたしがラブラブじゃなきゃ、ダメなんだもんね。でも、そんなことしたら……）

　ちゃんと自分が保てるのか、不安になってきた。

「あ、あそこに座ろう」

　やっと、話せた。二人で木陰の静かな場所のベンチに座る。周囲の人はまばらで、天気は曇り。空気が湿っている。

　静かで、いい雰囲気だ。雨が降りそうだけど。

　並んでコーヒーを飲む。まだ温かい。チョコチップクッキーの甘さが、うれしい。今朝はなんだか胸がいっぱいで、何も食べられなかったから。

「これ、美味しいな」

　柊輔も笑顔でクッキーを口にしていた。

「わたしね、こういうデートがしたかったの。柊輔と二人で公園を散歩して、コーヒーを飲んで、クッキーを食べたりして。……こういうこと。ずっと憧れてたな」

　これじゃぜんぜん、プレイにならない、なってない。少なくともわたしの中では。

　わたしがラブラブな設定なんて無理だ。だって本当のことしか言えないんだもの。

　ペースを作れない。こうしているうちに、どんどん混乱しそうな気がする。

　なんとかしなきゃと、無理に言葉を重ねた。

「柊輔とつきあうことになって、本当にうれしいの。まるで夢みたい」

　本当のことだから、演技で言おうとすると、なんだかかえって棒読みになってしまう。

「そうなの……？」

「そうだよ」

　本当にどうしたらいいかわからなくなってきた。

（こんなことで、今日、こなせる？）

　すごく厳しい案件に向かっている感じ。でもこれは『できなかったら、それはそれで仕方ないよ』というわけにはいかないのだ。

（ラブラブ設定なんだから、どんどんこういうことを言わないと）

　意識すればするほど、しんどい。とにかくしんどい。

　コーヒーもクッキーも無くなり、手持無沙汰になって、再び歩き出した。とりあえず思い切ってわたしから手を繋ぐと、ぎゅっと握り返してくれた。

　そのとき。雨が、ぽつっと落ちてきた。

（あ。やっぱり、降って来ちゃったか）

　もうちょっと公園でのんびりする予定だったけれど、これはもうさっさと移動するしかない。傘は持っているけれど、どこもかしこも濡れて座るところもなくなるし。

「雨だね。移動しよう」

　提案した。

「どこに？」

「うちに」

「いいの？」

　柊輔の表情が、パッと明るくなった。今日は泊まりの予定では来ているはずだけど、うちに招待することはまだ話していなかった。




「ふーん。ここが、美琴の家なんだ」

　柊輔がマンションを見上げている。雨も降っていたし、それほど遠くないので、タクシーで移動してきた。

「うん。普通でしょ」

「普通っていうか、立派なマンションだよ」

　付き合い始めで初めて訪れたとしたら、こんな会話でも別におかしくはないか……な。

　立派というのかはわからないが、八階建ての、わりとがっしりした感じのマンションではある。

　エレベーターを上がって五階の部屋へと案内した。

「わ。きれいだな」

　いちおうプロですから……とつい言いかけたけど、この設定の『幼なじみ』の職業が何か決めていなかったので、言わなかった。

　わたしは大学時代から家事サービス業一本やりだから、要するにプロの女中としてのスキルを持っている。こんなの朝飯前だ。

　もちろん、普段は自分の家でここまでやらないけれど、今日はきっちり掃除と片づけを済ませ、もちろん食事の準備もすでにしてある。

　リビングに案内すると、柊輔はカーテンを開けて窓の外を眺めた。

　御苑には近いけれど面しているわけではないから、窓の外の風景は、同じようなマンションやビルが立ち並ぶだけで特にきれいではない。たぶん新居からの眺めのほうがずっといい。

　雨が降ってきたせいか、空気がしっとりしている。毎日続くとうっとうしいけれど、少しなら雨も好きだ。

　まだ晩ごはんには少し早い時間だったので、冷蔵庫からアイスティーを取り出してグラスに注ぎ、二人分を運んだ。

　何を話したらいいかさっぱりわからなくて、たぶんすごくぎこちない。

　二人掛けのソファは、普段はひとりで使っているせいもあり、あまり広くないので、座るとくっつく感じになった。アイスティーは、ソファの前のテーブルへ。

　くっつくと、やっと少しホッとした。見つめ合うと、柊輔がにっこりしてくれた。

（柊輔の匂いが、落ち着くんだよね）

　前はくっついたこともなかったし、こんなに近づいたこともなかったから、わからなかった。デートするようになって気がついた。俊介の側が落ち着くということに。

「美琴、いい匂い。落ち着く」

　不意に言われた。

「え。そう？」

　答えながら、

（ダメじゃん！　今日はわたしからイチャイチャする日なのに）

　と気がついた。でもそれが難しい。難しすぎるのだ。特に、言葉を発するのがつらい。気持ちがこもりすぎてしまうから。

「あの……。柊輔の匂いもいい匂いだよ。わたしも落ち着く」

　本当のことしか言えない。ぜんぜんプレイにならない。しんどい。

「え、そう？　美琴もなの？　うれしいよ」

　柊輔が優しい声で言う。

「うん、すごく落ち着く……」

　それ以上言葉が出てこなくて、どうしたらいいのかわからなくなり。思い切って、姿勢を変え、正面から抱き着いてみた。もう、行動もプラスする。これなら、なんとかなりそう。

「柊輔、好き。大好き」

　必死に言う。言わなきゃダメだから。でもプレイなんかじゃない本当の気持ちだから、逆にすごく言いにくい。嘘で、本当のことを言うのがこんなにつらいって知らなかった。

　背中に柊輔の腕が回り、やさしく撫でられた。まるで、愛しい彼女を撫でているみたい。でもますますつらくなる。柊輔のこれは演技なんだ、と思うと。

（どうしよう。わたし今日、ダメかも）

　そう思いながら、体を離し、伸び上がってキスをする。必死だった。なんだか、涙が出そうになった。がんばってこらえる。

「美琴……俺だって……美琴のことが大好きだよ。会えてすごくうれしい。だから……もっと言って欲しいな。俺のことが好きだって。好きでたまらない、って」

　柊輔が真剣な調子で言う。こんなのどうしたって信じてしまいそう。

（柊輔、ごめん。今日はこんなはずじゃなかったのに、言わせちゃって。わたしがどんどん、雰囲気を持っていかなくちゃならないのに）

　なんとか思い直しながら、でも……柊輔の言葉に、かえって追い詰められてしまう。悪気がないのがわかるだけに、どうしたらいいかわからなくなる。

　このプレイはやっぱり無理がありすぎ。でもここまで来てしまって、どうすればいい？

　我慢していたはずなのに、とうとう……。ツーっと、目の端から涙がこぼれ出てきた。止められなかった。

「美琴……？　どうした……？」

　柊輔が驚いている。

「無理。もう、無理……今日はもう、やめよう」

　そう言うと、柊輔の腕がわたしから離れた。

「やっぱり……そうか……」

　見上げると、柊輔はかなりがっかりしたような雰囲気。おまけに柊輔まで泣きそうな顔になっている。

「やっぱりさ……。美琴は俺のこと、好きじゃないんだな。わかってはいたけど。だから無理なんだろ？　俺はずっとずっと……美琴のことが好きだったのに」

（ん？）

　涙が止まった。

　不思議な言葉を聞いた気がする。

（これはプレイの一環、ですか？　でも……）

「柊輔。今日のプレイって、そういうことじゃなかったよね。わたしのほうが……ってことだったよね」

　尋ねると、

「そうだよ。俺としては、本当に愛されてるわけじゃなくても、嘘でもいいから美琴に好き好き言われたかったんだよ。バカみたいだろ？　笑ってくれてもいいよ」

　柊輔は沈み切った調子で言った。

「え？　何言ってるの？　柊輔、わたしのこと友達だとしか思って無いでしょ？」

「だったらプロポーズなんかしない。俺は美琴のことがずっと好きだったんだ。親から今回の結婚話が出たとき、結婚したい女は美琴しかいなかった。他の女は考えられなくて、でも美琴は俺のことは完全に友達って感じで、男としてはぜんぜん興味ないって感じだったろ？　変なこと言って嫌われたらもう会えなくなると思って、ずっと何も言えなかった」

　苦し気に言う柊輔。

　わたしはというと、一瞬、ポカンとしてしまった。頭が真っ白。

（え？　今聞いたこと、本当なの？）

　柊輔を見ると、本当につらそうな表情をしている。どうやら、本当らしいと悟った。それにしたって。

「あの。わたしも柊輔のこと、ずっとずっと好きだったんだよ。でも、せっかく友達として仲良く続いているのに、余計なことを言ったら、もう二度と会えなくなると思って言えなかった……」

　言葉が口をついて出てくる。胸はずっとドキドキしたままで、落ち着かない。

「えっ……本当に？」

　柊輔が縋るような目で言う。

「もちろん、本当」

「あのさ……。プレイではなくて？」

「はい。これはプレイではありません。柊輔も？」

　これでプレイって言われたら、立ち直れない。わたしも縋るように言った。

「プレイじゃない。俺は美琴のことをずっと好きだった」

「えー。ほんとに。どうしよう……めちゃくちゃうれしいんだけど！」

　ちょっと間抜けな意思確認作業の後。ソファで、二人で、向かい合って。

　わたしと柊輔はとりあえず、強く強くぎゅうっと、抱きしめ合った。







六・気持ちが通じたら








　わたしがぎゅうっと抱きしめすぎて、そして、体重をかけすぎて。

　柊輔を押し倒すような感じで、二人でソファに倒れこんでしまった。

　どちらともなく、クスクス笑い出す。

　柊輔はわたしを愛しそうに撫でながら、

「あの……いつから？」

　と尋ねた。

「高校生のときから。図書室で柊輔のファンがおしかけてきて、揉めたじゃない。それで柊輔が図書室に来られなくなって。それからかな……」

「俺も、同じくらい。三年で部活が終わって、そういえば本ってあまり読んでないなーと思ってさ。それで通うようになって、美琴を見つけちゃって」

「わたし、地味だから気がつかなかったんでしょ？」

「俺、あの頃は本当に女の子に興味がなくて。それなのに大勢押し寄せてくる感じで、どっちかっていうと怖かったんだ」

「でも彼女いたじゃん」

「断り方を知らなかったんです……あのあとすぐに別れました。幼かったんで許してください」

　柊輔が少ししゅんとして言う。

「許さない！」

　柊輔の唇にキスをした。まるで体ごと、みたいな強めのキス。痛かったかもしれないのに、柊輔は受け止めてくれた。

　唇を離し、話を続ける。

「っていうか、俺誰とつき合っても、向こうから離れていくことが多かったよ。勝手に来て勝手にいなくなるイメージ。でも理由はすごくわかるんだよ。俺、誰のことも好きじゃなかった。いつだって美琴のことが一番好きで、会いたいのも美琴しかいなくて。きっと永遠の片思いで終わるんだろうなって思ってた。でも、おばあちゃんのことがあって、結婚して欲しいって言われたときにさ、とにかく嘘でもなんでもいい、俺のこと好きじゃなくても美琴が結婚してくれたらそれでいいって思いつめちゃって。もちろん嫌ならセックスなしでもいいし、っていうのは、美琴が嫌なんじゃないかなと思っただけで、これまでの二回で気がついたかもだけど、俺は美琴とすっごくしたかったよ、前からずっと……」

（それって前の彼女さんたちに失礼じゃない？）

　ちょっと思ったけど、

（わたしも人には言えないか……）

　昔つきあった、数人のセフレを思い出した。

「うん……」

　何も言えなくなり頷くと、

「美琴は、どうなの？　誰かいたこともあったんじゃない？　あ、でもいいや、言わなくて」

「うん……想像通りかも。でもわたしも同じ。柊輔のことが好きだったから、ちゃんとした彼氏はひとりもいなかったよ。だからわたし……すごくいい加減だった。本当はもう、柊輔に好きって言ってもらえるような人間ではないのかもしれない」

　わたしが静かに言うと、柊輔が首を横に振った。

「そんなこと言うなよ。美琴は、ずっと美琴だよ。大人なんだから、いろいろあったのはしょうがないよ」

「ありがとう……」

　胸が詰まり、再びキスをした。今度は、さっきとは違って、優しく。

　唇を重ね、ゆっくり確かめるように柊輔の唇をなぞり、軽く啄ばむように何度も。

「好き……」

　吐息と共に、言葉が漏れる。もちろん演技じゃなくて本音。

「俺も……」

　柊輔の声も、すごく、すごく甘い。甘さの中に、ホッとした響きが混じっている。手を伸ばして、わたしの後頭部を何度も何度も優しく撫でる。

　そして、クスクス笑い出した。

「シチュエーションプレイしたい、って言われたときはびっくりしたなぁ。でも俺としては、どんなことが理由でも美琴が抱けるならそれでいいって感じだったんだよね。男ってバカだよなぁ。最初のデートは、俺が美琴とやりたかったこと全部盛りしちゃったんだよね。そしたら、次はあまりお金使うなって怒られて。でも俺この先、趣味は美琴とのデートってことになっちゃいそうだから、趣味に大金を使う男と思って、たまにああいうことさせて欲しいんだけど……」

「バカ！　あんなことに使うなら、他のことに使いなさい。あなた、社長になるんでしょ？」

「美琴、厳しいな。でも、そんな美琴が俺、やっぱり好きすぎる……」

　柊輔は本当にうれしそうで。

「お仕置きされなきゃいけないのは、柊輔のほうかもね。今日は覚悟してね？」

　ちょっと睨みながら言うと、後頭部を撫でる手に力が入って、引き寄せられる感じでキスされた。唇が押し当てられ、ねっとりとした粘膜で愛撫される。わたしは舌を出して柊輔の中に入り込む。次第に深く、呼吸を飲み込むほど奥まで。ねろねろと舐める。

「ん……んっ……」

　途中からはもう夢中。大好きな柊輔を押し倒して、キスしている。柊輔もわたしのことが好き。こんなうれしいこと、もうこの先、一生無い。たぶん一番、うれしいこと。

（これの上は……もしかしたら子供が生まれたとき、かな……）

　可愛い花ちゃんを思い出す。愛のある結婚になったから、嘘をつかなくてよくなって、うれしい。

「美琴、すっごくエッチな顔してる……」

　キスの合間に、柊輔がつぶやいた。そうかもしれない。

（だってもう、蕩けそうだもん……）

　体の奥も、すでに熱い。たぶんショーツはもう、濡れてる……。何も履いていなかったら、太腿まで蜜が垂れているだろう。カーディガンは部屋に入った時に脱いでしまっていて、リネンのワンピース姿。柊輔も、長Ｔシャツに黒のパンツを履いてるだけ。

「脱いで」

　そう言いながら万歳させて、柊輔のＴシャツを脱がせた。

「ああもう……素敵。柊輔、素敵すぎるよ」

　うっとりするような胸の筋肉を撫でながら、もう声に出していいんだなと思って思わず言うと、

「ほんとに？」

　柊輔はちょっとびっくりしたような感じだった。

「俺、そんなにいい？」

「もう、最高。わたしにとって永遠のアイドル。さっきも言ったでしょ？　好きになったのは柊輔だけだよ。好きすぎて好きって言えなかったんだから」

　熱く言い募る。

「そうなの？　いやまさか、そこまででは……」

　柊輔はたじたじ。でも笑顔。

　さらに続けた。

「ずっと言えなかったんだから、言わせてよ。もう、わたしは柊輔のことが好きで好きで、ほぼストーカーみたいなものなんだからね！　もしかしたら柊輔、後悔するかもよ」

　柊輔はわたしを抱きしめながら言った。

「そんなことあるわけないだろ。俺もヤバいくらいに美琴が好きだよ。俺にとっても永遠のアイドルだよ。好きすぎて好きって言えなかったのも同じ。ある意味、すっごく気が合ってるよね。絶対に離れないし、一生側にいたい。だから、結婚するんだけどさ。あーうれしい！」

「わたしも！」

　次にベルトに手をかけ抜き取った。そのまま素早くパンツのボタンを外し、ファスナーを下げ、足から抜き取ってしまった。

「すげえ。手早い。俺、脱がされちゃった」

「うちの会社は将来、介護事業も視野に入れてます」

「なるほど……」

　ボクサーショーツの前部分が隆起している。そっと撫でてあげると、柊輔がう、と小さく呻いた。

「どうして欲しいの？」

　ちょっと意地悪く言う。

　布地の上からさわさわしてあげているだけなのに、それはさらにぐんぐん大きくなっていく。熱く硬く、なっていく。

「どうして、って……」

　柊輔の目が少し潤んでいる。なので、取り出してあげた。

　そっと握ると、びくびくと脈打っている。先端からちょっと、透明な蜜が出ているのもわかる。ゆっくり扱くように動かしてあげると、蜜が手のひらに絡んできて、ぬちゅ、と音がするようになった。

「すっごく、ガチガチになってるよ？」

　ちょっと意地悪く言ってあげる。

「う……」

　柊輔が切なげに、小さく呻きながらため息を漏らした。

（もっともっと、気持ちよくしてあげたい……）

　ソファの下に降り、ボクサーショーツをずりさげて、柊輔のモノを咥える。

「あ、美琴……そんな」

　咥えたのは初めてだけど、すごく、すごくうれしい。だって、ずっとしてみたかったんだもの。柊輔のものを舐めて、感じたかった。

　味わうようにぺろぺろと……じっくりゆっくり、幹に舌を這わせつつ、唇で挟むように扱きあげる。先端の割れ目を舌先でチロチロ舐める。続けていると、はちきれそうなほど熱くガチガチになってきた。

「あっ……ヤバい、気持ちいい……。美琴っ……」

　苦し気な、掠れた声。わたしの中に入って、息を荒くしているときとはまた別種類のものだ。わたしの手で、唇で、感じてくれている。こういうのも、興奮する。

「出していいよ。飲んであげる……」

　そう言うと、そっと肩を押され、口からペニスが抜けた。ボクサーショーツも元通り。ぼうっと柊輔を見上げる。

「それはまた先のお楽しみってことで……ごめん。ベッドはどこ？」

　そう言われた。寝室は隣だ。指さすと、跪いていた姿勢から起こされ、そのまま抱き上げられて、お姫様抱っこで運ばれた。

　寝室も、わたしというプロの手でピシッと整えてある。自分で整えたそこに降ろされるのは、なんだか妙な気分だった。

　今度は柊輔が圧し掛かってくる。

「わかってないなぁ、美琴は……」

「何を？」

「俺がどんなに美琴が好きか、ってこと。それと、男をからかったらどういうことになるのか、ってこと……こんなに煽られたら、ただじゃ済まないよ」

　笑みを含んだ、ちょっと意地悪な表情。

　ワンピースのスカートがまくり上げられ、太腿を撫でられる。そのまま、頭からスポンとワンピースを脱がされ、下着だけになった。中はオフホワイトのブラとショーツ、キャミソール。

「きれいだよ。美琴……」

　唇を塞がれ、ブラジャーの上から胸を揉みしだかれた。前の二回より、強めな気がする。

「今回、感動したのは美琴の胸が想像よりも大きくてきれいだったことだな。着やせするタイプだった？」

「そんなこと……普通だよ」

「俺が最初じゃないのは残念だけど、最後になったから許す。でもこれから先は、他の男にこれを見せるのは絶対にダメだからな？」

「はい……あ、ぁ……」

　ブラジャーの上から乳首のあたりを擦り、刺激された。中で勃起してしまった乳首が布地に擦れる感覚があり、次第に収拾がつかないほど快感が強くなってきた。

　再びキスされ、口腔をねめまさされるように舌で愛撫される。キャミソールを脱がされ、ブラジャーがはずされ、ショーツも取られた。下乳から掬いあげるように揉みあげられ、指先で乳首を擦られる。

（覚えられちゃった、のかな）

　わたしを気持ちよくさせるにはどうしたらいいのか、すべて知っているみたい。

　すでに脚の間には柊輔の体があったけど、膝に手をかけられ、さらに開かれる。そして太腿の内側を撫で、指先が脚の付け根の秘所に触れた。ちゅぷん、と中に入る。

「濡れてる……」

　埋め込まれた指先が蜜をまとって、揺れ始める。トントンと刺激したり、抜き差ししたり。浅いほうをかきまわしたかと思うと、少し深く差し込んだり。

「あ……」

　指が出入りするたび、蜜がにじみ出てくる。コンコンと湧き出てきて、止まらない。

　柊輔がボクサーショーツを脱ぎ、お互いに生まれたままの姿になった。見つめ合い、しっかりと抱き合った。

「柊輔、好き……」

「俺も」

「いっぱい、抱いて……。これからもずっと」

　柊輔が手早く避妊具をつけ、猛り切ったモノが、しとどに濡れた蜜口にあてがわれる。

「挿れるよ」

　熱塊が膣壁を擦り上げ、ずぶずぶと埋め込まれる。

　柊輔の首筋に手を回す。愛しい、愛しい柊輔──。最奥まで進んで来ると、繋がった部分を揺らすように動かした。花芯に当たり、びくんとする。

　ゆったりと動かされ、髪を撫でられたり、耳や頬やまぶたに口づけされたり。それは激しくはなく、どこかもどかしく、でも幸せな結合で。

「あ……」

　そのうちに、蜜壺の中にある、小さなしこりが柊輔のモノで押され、掠められ、最初は淡かった愉悦が次第に濃く、強くなっていく。

「あ……んっ」

「ここ、だよね」

　ぐぐっと、何度も狙いうちされ、しかも律動の幅がどんどん大きくなってきて──。蜜はとめどなく溢れる。

　わたしの中も……柊輔を迎え入れた喜びに収縮を繰り返している。自分の意思とは関係なく、ぎゅっと締まる。柊輔のモノが、そのたびにビクビクと身悶えする。

「美琴っ……」

　柊輔の切なげな声で、柊輔も感じているとわかる。両手を握って指先を絡め、見つめ合った。柊輔の額にうっすらと汗が浮かぶ。雄の香りが、少しする。

「柊輔……」

　律動は激しさを増して、わたしを追い詰める。指先が外れ、最奥を連打する屹立が、何度も何度もじゅぶじゅぶと音を立てて狭い蜜道を擦る。

「あっ……あんっ、あんっ……んんっ……ぁあっ……は……あ……うぅ……」

　最奥を穿たれることを覚えてしまった体が、もっと、もっと、とねだっている。わたしもすでに汗びっしょりになっていて──。必死に腰を上げ、柊輔に擦りつけた。

「あぁっ、気持ちいいっ……」

「俺もっ……」

　奥の、感じるところ──。こじ開けないでっ……。

「そこ、だめぇっ、へんになっちゃう……」

「それは……ぜひ見せて欲しいかな……へんになったとこ」

　柊輔が少し笑い、でもすぐに切なげにゆがめた。

　奥まですでに届いているのに、さらにそこから、ぐっしょりと濡れた胎内を突き上げられる。わたしは喉を反らして喘いだ。

「ひゃあ……あ、あぁ……ん……、はぁ、あ、あぁぁぁぁぁ」

（こじ開けられる……こじ開けられてしまう）

「あ、あぁぁっ、イクうっ……」

　激しい連打。柊輔にももう余裕はなさそうで、息遣いが荒い。

　最奥の痙攣で、お腹が上に引っ張られる。同時に腫れあがった花芯が決壊、同時にビクビクと達し、わたしは顔を振りながら悶えた。

「ひぐぅっ、うっ、う……」

　ビクンビクンと体が波打つ。

　そして最奥に突き刺さったままの柊輔のモノが、熱いものを吐き出して──。

「あぁ……美琴、良かったよ。すごく……良かった……愛してる……」

　柊輔の言葉は、わたしの中できれいな靄のようになって、寝室の空気の中に広がっていった……。







七・結婚式の日








　六月だけど。梅雨だけど。晴れていた。

　午前中、南青山の教会で結婚式を済ませ、その足で病院へと向かう。

　病院での会のことを考え、ドレスはトレーンを引いたり、パニエが大きいようなタイプは避け、クラシックなＡラインの、総レースのドレスにした。

　お義母さんも花ちゃんも気に入ってくれたドレスで、もちろんわたしもお気に入りだ。

　柊輔はというと、わたしのウエディングドレス姿を見た瞬間に、なんと感激のあまり泣き出してしまったのだから話にならない。その場にいた全員に微笑まれてしまった。

　しまいにはお義父さんに『おばあちゃんに見られたら、縁起でもないって怒られるぞ』と言われていたほど。よほど感動していたようだ。

　もちろんわたしも感動していたのだけれど、柊輔に先を越された感じで。それもなんだかうれしかった。

　柊輔は黒のフロックコート姿で。ただなんというか、柊輔がカッコいいのは今に始まった話ではないので、わたしは『うん、今日もますますカッコいいなぁ』と思っただけで、泣くほどではなかった。

　お祖母様の入院している病院は、大きな敷地内に緩和病棟と普通の病棟があり完全に分かれていた。入り口も建物も別だった。

　入ってみると、静かで穏やかで、普通の病院とは違う雰囲気で驚いた。ところどころにある大きな医療機器を見てやっと、ここが病院なんだと意識できるくらい。

　いわゆる通院の人もいないため静かで、優しい雰囲気の看護師さんに案内されて会場へと入った。

（え！　なんかすごいんですけど！）

　入院している患者さんを訪ねてくる家族や友人たちが待つ控室なのだと思うけれど、小学校の教室くらいの大きさの部屋が、きれいに飾り付けられていた。

『結婚おめでとう』の文字看板や、ピンクと白の紙の花、テーブルには真っ白なテーブルクロスもかけられ、なんとお花まで置いてある。

　人数は制限しているものの、花嫁さんを見たい、という患者さんが車いすで来ていたり、病院内の人なら出入りは自由ということにしているようだった。

　温かい雰囲気で……。こんなに素敵に準備していてくれたことがうれしかった。

　主な出席者は、柊輔側の一家と、わたしの両親。

　待っていると、看護師さんたちがお祖母様のベッドを運んできた。会場に入ると、ベッドを少し起こして、顔が見られるようにしてくれた。

（これが……お祖母様なんだ）

　やつれていて、体中に管がつながり、病が篤いことは伝わってくるが、それでも……とてもきれいな人だった。

　お義母さんに似ている、品のいい小さな顔。昔はさぞ美人だったんだろう……。柊輔の雰囲気は母方の血を引いたのだなと思う。

　こちらをじっと見ている。そして、弱々しく手招きされた。やっと起きている、目を覚ましている、という雰囲気。

　お義母さんにも促され、ひとりで側に行く。

　近くまで行き、顔を寄せた。何か話したそう、というのを感じたから。

　そしてそれはおそらく、すごく小さい声であるだろうことが想像できたから。

「……本日はご結婚、おめでとうございます。……わたしはこの日を待っていました。……今あなたを見てわかりました。……あなたなら、大丈夫。……わたしは柊輔とあなたに、全てを託します。……あなたが柊輔にとって、永遠に、甘く優しくありますように。そして柊輔が、生涯あなたひとりを守り、愛を全うしますように。……二人の愛と幸せを祈念します。……わたしはまもなくいなくなりますが、みな悲しむ必要はありません。……わたしはとても幸せでしたから」

　そして。

　お祖母様が震える手でそっと、わたしに何かを手渡してくれた。それは指輪で、緑色の大きな石がついていた。

「……これは結婚のお守りに。エメラルドです。あなたにあげます。さようなら。今日はありがとう」

　お祖母様の声は、たぶんわたしにしか届いていない。お祖母様が苦し気に顔を歪め、看護師さんが慌てて寄ってきて、わたしは離れた。

　その後、少し落ち着いたお祖母さんを囲んで、みんなで記念写真を撮った。

　わたしは薬指にエメラルドの指輪をつけ、柊輔と腕を組む。

（柊輔と結婚できたこと、本当に夢みたい。この先もずっとこうやって、一緒にいられるんだ……うれしい。なんて幸せなの……）

　見上げると、目が合った。病院の中だけど、みんなが拍手してくれている。お祖母様も微笑んでいる。

　柊輔が泣いていたときはわりと冷静だったのに、なんだか有難くて……すべてが有難くて……涙が溢れてきた。

「美琴、愛してるよ。何度言っても足りないくらいに愛してる。俺と結婚してくれてありがとう。必ず幸せにするよ……」

　わたしの涙はなかなか止まらなくて、そんなわたしに柊輔は優しい笑顔で寄り添ってくれて。柊輔の腕をしっかり掴んだまま、わたしはとても強く──これまでで一番、幸せだった。




















終わり









あとがき








　初めましての方、再びの方、こんにちは。

　このたびは「契約結婚するはずが、初恋の御曹司に一生分の最愛を注がれました」をお読みくださり、ありがとうございました。

　大好きな彼とのシチュエーションプレイのお話。前から書いてみたいと思っておりまして、とうとう書いてしまいました。

　みなさんも一度は、ありえないくらい贅沢でロマンチックなデートがしてみたい、なんて考えたりしたことは……ありませんか？

　今回の作品では、そんな夢を叶えてみました。

　お読みくださったみなさまが、ひとときこの世の憂さを忘れ、楽しんでいただけましたならば、作者としてこんなにうれしいことはありません。




　最後に、とてもセクシーで素敵なイラストを寄せてくださったワカツキ先生、いつも作品を丁寧に見てくださる担当編集者様、本当にありがとうございました。

　それではまたいつか、みなさまにお目にかかれますことを願って。






乃村寧音
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